
①教職課程コアカリキュラム対応表（一覧） 大学名 九州栄養福祉大学

学部・学科等名 こども教育学部こども教育学科

＜各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）＞

ページ 各科目に含めることが必要な事項 対応授業科目（１） 対応授業科目（２） 対応授業科目（３）

3 保育内容の指導法　健康 健康の指導法

4 保育内容の指導法　人間関係 人間関係の指導法

5 保育内容の指導法　環境 環境の指導法

6 保育内容の指導法　言葉 言葉の指導法

7 保育内容の指導法　表現 表現の指導法

＜教育の基礎的理解に関する科目等＞

ページ 各科目に含めることが必要な事項 対応授業科目（１） 対応授業科目（２） 対応授業科目（３）

17 教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 教育原理

18
教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校
運営への対応を含む。）

教職概論

19
教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学
校と地域との連携及び学校安全への対応を含む。） 学校運営と制度

20 幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 教育心理学

21
特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対
する理解

特別支援教育概論

22
教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マ
ネジメントを含む。）

教育課程・保育計画

23
教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を
含む。）

教育方法論

24 幼児理解の理論及び方法 幼児の理解と教育相談

25
教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を
含む。）の理論及び方法

幼児の理解と教育相談
（再掲）

35 教育実習
幼稚園教育実習事前・事後指導
幼稚園教育実習Ⅰ
幼稚園教育実習Ⅱ

教職課程コアカリキュラム対応表（一覧）

【幼稚園】
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①教職課程コアカリキュラム対応表（一覧） 大学名 九州栄養福祉大学

学部・学科等名 こども教育学部こども教育学科

＜各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）＞

ページ 各科目に含めることが必要な事項 対応授業科目（１） 対応授業科目（２） 対応授業科目（３）

8 各教科の指導法　国語（書写を含む。） 国語科指導法

9 各教科の指導法　社会 社会科指導法

10 各教科の指導法　算数 算数科指導法

11 各教科の指導法　理科 理科指導法

12 各教科の指導法　生活 生活科指導法

13 各教科の指導法　音楽 音楽科指導法Ⅰ

14 各教科の指導法　図画工作 図画工作科指導法Ⅰ

15 各教科の指導法　家庭 家庭科指導法

16 各教科の指導法　体育 体育科教育実践法Ⅰ

※ 「各教科の指導法　外国語（英語）」に係る事項は「外国語（英語）コアカリキュラム対応表」に記載すること。（本表には記載不要。）

＜教育の基礎的理解に関する科目等＞

ページ 各科目に含めることが必要な事項 対応授業科目（１） 対応授業科目（２） 対応授業科目（３）

再掲17 教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 教育原理

再掲18
教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校
運営への対応を含む。）

教職概論

再掲19
教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学
校と地域との連携及び学校安全への対応を含む。） 学校運営と制度

再掲20 幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 教育心理学

再掲21
特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対
する理解

特別支援教育概論

26
教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マ
ネジメントを含む。）

教育課程論（カリキュラム・マネ
ジメント含む）

27 道徳の理論及び指導法 道徳教育の理論と方法

28 総合的な学習の時間の指導法 総合的な学習の時間

29 特別活動の指導法 特別活動指導論

30 教育の方法及び技術 教育方法論

31 生徒指導の理論及び方法
児童・生徒指導と進路指導の理
論と方法

32
教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を
含む。）の理論及び方法

こどもの理解と教育相談

33 進路指導及びキャリア教育の理論及び方法
児童・生徒指導と進路指導の理
論と方法（再掲）

34 情報通信技術を活用した教育の理論及び方法 ICTを活用した授業構築

35 教育実習
小学校教育実習事前・事後指導
小学校教育実習

教職課程コアカリキュラム対応表（一覧）

【小学校】
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
３

）
４

）
１

）
２

）
３

）
４

）
５

）

第
1
回

○

（
１

）
各

領
域

の
ね

ら
い

及
び

内
容

第
2
回

○
○

一
般

目
標

：
幼

稚
園

教
育

要
領

に
示

さ
れ

た
幼

稚
園

教
育

の
基

本
を

踏
ま

え
、

各
領

域
の

ね
ら

い
及

び
内

容
を

理
解

す
る

。
第

3
回

○
○

○

第
4
回

○
○

到
達

目
標

：
１

）
第

5
回

○
○

第
6
回

○
○

２
）

第
7
回

○
○

第
8
回

○
○

３
）

第
9
回

○
○

４
）

領
域

ご
と

に
幼

児
が

経
験

し
身

に
付

け
て

い
く
内

容
の

関
連

性
や

小
学

校
の

教
科

等
と

の
つ

な
が

り
を

理
解

し
て

い
る

。
第

1
0
回

○
○

第
1
1
回

○
○

（
２

）
保

育
内

容
の

指
導

方
法

と
保

育
の

構
想

第
1
2
回

○
○

○
○

○

一
般

目
標

：
幼

児
の

発
達

や
学

び
の

過
程

を
理

解
し

、
具

体
的

な
指

導
場

面
を

想
定

し
て

保
育

を
構

想
す

る
方

法
を

身
に

付
け

る
。

第
1
3
回

○
○

○
○

第
1
4
回

○
○

○
○

○

到
達

目
標

：
１

）
幼

児
の

認
識

・
思

考
、

動
き

等
を

視
野

に
入

れ
た

保
育

の
構

想
の

重
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。
(p

.1
6-

17
)
第

1
5
回

○
○

○
○

○
○

○
○

○

２
）

３
）

４
）

模
擬

保
育

と
そ

の
振

り
返

り
を

通
し

て
、

保
育

を
改

善
す

る
視

点
を

身
に

付
け

て
い

る
。

５
）

各
領

域
の

特
性

に
応

じ
た

保
育

実
践

の
動

向
を

知
り

、
保

育
構

想
の

向
上

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

保
育

内
容

の
指

導
法

（情
報

機
器

及
び

教
材

の
活

用
を

含
む

。
）

保
育

内
容

の
指

導
法

（
情

報
機

器
及

び
教

材
の

活
用

を
含

む
。

）

（
１

）
（
２

）

幼
稚

園
教

育
に

お
い

て
育

み
た

い
資

質
・
能

力
を

理
解

し
、

幼
稚

園
教

育
要

領
に

示
さ

れ
た

当
該

領
域

の
ね

ら
い

及
び

内
容

に
つ

い
て

背
景

と
な

る
専

門
領

域
と

関
連

さ
せ

て
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

幼
児

の
発

達
に

即
し

て
、

主
体

的
・
対

話
的

で
深

い
学

び
が

実
現

す
る

過
程

を
踏

ま
え

て
具

体
的

な
指

導
場

面
を

想
定

し
て

保
育

を
構

想
す

る
方

法
を

身
に

付
け

る
。

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

幼
稚

園
教

育
要

領
に

お
け

る
幼

稚
園

教
育

の
基

本
、

各
領

域
の

ね
ら

い
及

び
内

容
並

び
に

全
体

構
造

を
理

解
し

て
い

る
。

当
該

領
域

の
ね

ら
い

及
び

内
容

を
踏

ま
え

、
幼

児
が

経
験

し
身

に
付

け
て

い
く
内

容
と

指
導

上
の

留
意

点
を

理
解

し
て

い
る

。

健 康 の 指 導 法
幼

稚
園

教
育

に
お

け
る

評
価

の
考

え
方

を
理

解
し

て
い

る
。

各
領

域
の

特
性

や
幼

児
の

体
験

と
の

関
連

を
考

慮
し

た
情

報
機

器
及

び
教

材
の

活
用

法
を

理
解

し
、

保
育

の
構

想
に

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

指
導

案
の

構
成

を
理

解
し

、
具

体
的

な
保

育
を

想
定

し
た

指
導

案
を

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
３

）
４

）
１

）
２

）
３

）
４

）
５

）

第
1
回

○
○

（
１

）
各

領
域

の
ね

ら
い

及
び

内
容

第
2
回

○
○

一
般

目
標

：
幼

稚
園

教
育

要
領

に
示

さ
れ

た
幼

稚
園

教
育

の
基

本
を

踏
ま

え
、

各
領

域
の

ね
ら

い
及

び
内

容
を

理
解

す
る

。
第

3
回

○
第

4
回

○

到
達

目
標

：
１

）
第

5
回

○
○

第
6
回

○
○

２
）

第
7
回

○
○

第
8
回

○
○

３
）

第
9
回

○
○

４
）

領
域

ご
と

に
幼

児
が

経
験

し
身

に
付

け
て

い
く
内

容
の

関
連

性
や

小
学

校
の

教
科

等
と

の
つ

な
が

り
を

理
解

し
て

い
る

。
第

1
0
回

○
○

第
1
1
回

○
○

○

（
２

）
保

育
内

容
の

指
導

方
法

と
保

育
の

構
想

第
1
2
回

○
○

○

一
般

目
標

：
幼

児
の

発
達

や
学

び
の

過
程

を
理

解
し

、
具

体
的

な
指

導
場

面
を

想
定

し
て

保
育

を
構

想
す

る
方

法
を

身
に

付
け

る
。

第
1
3
回

○
○

○

第
1
4
回

○
○

○

到
達

目
標

：
１

）
幼

児
の

認
識

・
思

考
、

動
き

等
を

視
野

に
入

れ
た

保
育

の
構

想
の

重
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。
(p

.1
8-

19
)
第

1
5
回

○
○

○
○

２
）

３
）

４
）

模
擬

保
育

と
そ

の
振

り
返

り
を

通
し

て
、

保
育

を
改

善
す

る
視

点
を

身
に

付
け

て
い

る
。

５
）

各
領

域
の

特
性

に
応

じ
た

保
育

実
践

の
動

向
を

知
り

、
保

育
構

想
の

向
上

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

保
育

内
容

の
指

導
法

（情
報

機
器

及
び

教
材

の
活

用
を

含
む

。
）

保
育

内
容

の
指

導
法

（
情

報
機

器
及

び
教

材
の

活
用

を
含

む
。

）

（
１

）
（
２

）

幼
稚

園
教

育
に

お
い

て
育

み
た

い
資

質
・
能

力
を

理
解

し
、

幼
稚

園
教

育
要

領
に

示
さ

れ
た

当
該

領
域

の
ね

ら
い

及
び

内
容

に
つ

い
て

背
景

と
な

る
専

門
領

域
と

関
連

さ
せ

て
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

幼
児

の
発

達
に

即
し

て
、

主
体

的
・
対

話
的

で
深

い
学

び
が

実
現

す
る

過
程

を
踏

ま
え

て
具

体
的

な
指

導
場

面
を

想
定

し
て

保
育

を
構

想
す

る
方

法
を

身
に

付
け

る
。

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

幼
稚

園
教

育
要

領
に

お
け

る
幼

稚
園

教
育

の
基

本
、

各
領

域
の

ね
ら

い
及

び
内

容
並

び
に

全
体

構
造

を
理

解
し

て
い

る
。

当
該

領
域

の
ね

ら
い

及
び

内
容

を
踏

ま
え

、
幼

児
が

経
験

し
身

に
付

け
て

い
く
内

容
と

指
導

上
の

留
意

点
を

理
解

し
て

い
る

。

人 間 関 係 の 指 導 法

幼
稚

園
教

育
に

お
け

る
評

価
の

考
え

方
を

理
解

し
て

い
る

。

各
領

域
の

特
性

や
幼

児
の

体
験

と
の

関
連

を
考

慮
し

た
情

報
機

器
及

び
教

材
の

活
用

法
を

理
解

し
、

保
育

の
構

想
に

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

指
導

案
の

構
成

を
理

解
し

、
具

体
的

な
保

育
を

想
定

し
た

指
導

案
を

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
３

）
４

）
１

）
２

）
３

）
４

）
５

）

第
1
回

○
○

○

（
１

）
各

領
域

の
ね

ら
い

及
び

内
容

第
2
回

○

一
般

目
標

：
幼

稚
園

教
育

要
領

に
示

さ
れ

た
幼

稚
園

教
育

の
基

本
を

踏
ま

え
、

各
領

域
の

ね
ら

い
及

び
内

容
を

理
解

す
る

。
第

3
回

○

第
4
回

○
○

○
○

到
達

目
標

：
１

）
第

5
回

○
○

○
○

第
6
回

○
○

○
○

○

２
）

第
7
回

○
○

○
○

○

第
8
回

○
○

○
○

３
）

第
9
回

○
○

○
○

４
）

領
域

ご
と

に
幼

児
が

経
験

し
身

に
付

け
て

い
く
内

容
の

関
連

性
や

小
学

校
の

教
科

等
と

の
つ

な
が

り
を

理
解

し
て

い
る

。
第

1
0
回

○
○

○
○

○
○

第
1
1
回

○
○

○
○

○
○

（
２

）
保

育
内

容
の

指
導

方
法

と
保

育
の

構
想

第
1
2
回

○
○

一
般

目
標

：
幼

児
の

発
達

や
学

び
の

過
程

を
理

解
し

、
具

体
的

な
指

導
場

面
を

想
定

し
て

保
育

を
構

想
す

る
方

法
を

身
に

付
け

る
。

第
1
3
回

○

第
1
4
回

○
○

到
達

目
標

：
１

）
幼

児
の

認
識

・
思

考
、

動
き

等
を

視
野

に
入

れ
た

保
育

の
構

想
の

重
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。
(p

.2
0-

22
)
第

1
5
回

○

２
）

３
）

４
）

模
擬

保
育

と
そ

の
振

り
返

り
を

通
し

て
、

保
育

を
改

善
す

る
視

点
を

身
に

付
け

て
い

る
。

５
）

各
領

域
の

特
性

に
応

じ
た

保
育

実
践

の
動

向
を

知
り

、
保

育
構

想
の

向
上

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

保
育

内
容

の
指

導
法

（情
報

機
器

及
び

教
材

の
活

用
を

含
む

。
）

保
育

内
容

の
指

導
法

（
情

報
機

器
及

び
教

材
の

活
用

を
含

む
。

）

（
１

）
（
２

）

幼
稚

園
教

育
に

お
い

て
育

み
た

い
資

質
・
能

力
を

理
解

し
、

幼
稚

園
教

育
要

領
に

示
さ

れ
た

当
該

領
域

の
ね

ら
い

及
び

内
容

に
つ

い
て

背
景

と
な

る
専

門
領

域
と

関
連

さ
せ

て
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

幼
児

の
発

達
に

即
し

て
、

主
体

的
・
対

話
的

で
深

い
学

び
が

実
現

す
る

過
程

を
踏

ま
え

て
具

体
的

な
指

導
場

面
を

想
定

し
て

保
育

を
構

想
す

る
方

法
を

身
に

付
け

る
。

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

幼
稚

園
教

育
要

領
に

お
け

る
幼

稚
園

教
育

の
基

本
、

各
領

域
の

ね
ら

い
及

び
内

容
並

び
に

全
体

構
造

を
理

解
し

て
い

る
。

当
該

領
域

の
ね

ら
い

及
び

内
容

を
踏

ま
え

、
幼

児
が

経
験

し
身

に
付

け
て

い
く
内

容
と

指
導

上
の

留
意

点
を

理
解

し
て

い
る

。

環 境 の 指 導 法
幼

稚
園

教
育

に
お

け
る

評
価

の
考

え
方

を
理

解
し

て
い

る
。

各
領

域
の

特
性

や
幼

児
の

体
験

と
の

関
連

を
考

慮
し

た
情

報
機

器
及

び
教

材
の

活
用

法
を

理
解

し
、

保
育

の
構

想
に

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

指
導

案
の

構
成

を
理

解
し

、
具

体
的

な
保

育
を

想
定

し
た

指
導

案
を

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
３

）
４

）
１

）
２

）
３

）
４

）
５

）

第
1
回

○
○

（
１

）
各

領
域

の
ね

ら
い

及
び

内
容

第
2
回

○

一
般

目
標

：
幼

稚
園

教
育

要
領

に
示

さ
れ

た
幼

稚
園

教
育

の
基

本
を

踏
ま

え
、

各
領

域
の

ね
ら

い
及

び
内

容
を

理
解

す
る

。
第

3
回

○
○

第
4
回

○
○

○

到
達

目
標

：
１

）
第

5
回

○
○

○

第
6
回

○
○

２
）

第
7
回

○
○

第
8
回

○
○

○

３
）

第
9
回

○

４
）

領
域

ご
と

に
幼

児
が

経
験

し
身

に
付

け
て

い
く
内

容
の

関
連

性
や

小
学

校
の

教
科

等
と

の
つ

な
が

り
を

理
解

し
て

い
る

。
第

1
0
回

○
○

第
1
1
回

○
○

（
２

）
保

育
内

容
の

指
導

方
法

と
保

育
の

構
想

第
1
2
回

○
○

○
○

一
般

目
標

：
幼

児
の

発
達

や
学

び
の

過
程

を
理

解
し

、
具

体
的

な
指

導
場

面
を

想
定

し
て

保
育

を
構

想
す

る
方

法
を

身
に

付
け

る
。

第
1
3
回

○

第
1
4
回

○
○

到
達

目
標

：
１

）
幼

児
の

認
識

・
思

考
、

動
き

等
を

視
野

に
入

れ
た

保
育

の
構

想
の

重
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。
(p

.2
3-

24
)
第

1
5
回

○
○

２
）

３
）

４
）

模
擬

保
育

と
そ

の
振

り
返

り
を

通
し

て
、

保
育

を
改

善
す

る
視

点
を

身
に

付
け

て
い

る
。

５
）

各
領

域
の

特
性

に
応

じ
た

保
育

実
践

の
動

向
を

知
り

、
保

育
構

想
の

向
上

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

保
育

内
容

の
指

導
法

（情
報

機
器

及
び

教
材

の
活

用
を

含
む

。
）

保
育

内
容

の
指

導
法

（
情

報
機

器
及

び
教

材
の

活
用

を
含

む
。

）

（
１

）
（
２

）

幼
稚

園
教

育
に

お
い

て
育

み
た

い
資

質
・
能

力
を

理
解

し
、

幼
稚

園
教

育
要

領
に

示
さ

れ
た

当
該

領
域

の
ね

ら
い

及
び

内
容

に
つ

い
て

背
景

と
な

る
専

門
領

域
と

関
連

さ
せ

て
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

幼
児

の
発

達
に

即
し

て
、

主
体

的
・
対

話
的

で
深

い
学

び
が

実
現

す
る

過
程

を
踏

ま
え

て
具

体
的

な
指

導
場

面
を

想
定

し
て

保
育

を
構

想
す

る
方

法
を

身
に

付
け

る
。

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

幼
稚

園
教

育
要

領
に

お
け

る
幼

稚
園

教
育

の
基

本
、

各
領

域
の

ね
ら

い
及

び
内

容
並

び
に

全
体

構
造

を
理

解
し

て
い

る
。

当
該

領
域

の
ね

ら
い

及
び

内
容

を
踏

ま
え

、
幼

児
が

経
験

し
身

に
付

け
て

い
く
内

容
と

指
導

上
の

留
意

点
を

理
解

し
て

い
る

。

言 葉 の 指 導 法
幼

稚
園

教
育

に
お

け
る

評
価

の
考

え
方

を
理

解
し

て
い

る
。

各
領

域
の

特
性

や
幼

児
の

体
験

と
の

関
連

を
考

慮
し

た
情

報
機

器
及

び
教

材
の

活
用

法
を

理
解

し
、

保
育

の
構

想
に

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

指
導

案
の

構
成

を
理

解
し

、
具

体
的

な
保

育
を

想
定

し
た

指
導

案
を

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
３

）
４

）
１

）
２

）
３

）
４

）
５

）

第
1
回

○
○

○

（
１

）
各

領
域

の
ね

ら
い

及
び

内
容

第
2
回

○
○

○
一

般
目

標
：

幼
稚

園
教

育
要

領
に

示
さ

れ
た

幼
稚

園
教

育
の

基
本

を
踏

ま
え

、
各

領
域

の
ね

ら
い

及
び

内
容

を
理

解
す

る
。

第
3
回

○
○

第
4
回

○
○

○

到
達

目
標

：
１

）
第

5
回

○
○

第
6
回

○
○

２
）

第
7
回

○
○

第
8
回

○
○

○

３
）

第
9
回

○
○

○

４
）

領
域

ご
と

に
幼

児
が

経
験

し
身

に
付

け
て

い
く
内

容
の

関
連

性
や

小
学

校
の

教
科

等
と

の
つ

な
が

り
を

理
解

し
て

い
る

。
第

1
0
回

○
○

第
1
1
回

○
○

○
○

○
○

（
２

）
保

育
内

容
の

指
導

方
法

と
保

育
の

構
想

第
1
2
回

○
○

○
○

○

一
般

目
標

：
幼

児
の

発
達

や
学

び
の

過
程

を
理

解
し

、
具

体
的

な
指

導
場

面
を

想
定

し
て

保
育

を
構

想
す

る
方

法
を

身
に

付
け

る
。

第
1
3
回

○
○

○
○

○
○

○
○

第
1
4
回

○
○

○
○

○
○

○

到
達

目
標

：
１

）
幼

児
の

認
識

・
思

考
、

動
き

等
を

視
野

に
入

れ
た

保
育

の
構

想
の

重
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。
(p

.2
5-

26
)
第

1
5
回

○
○

○
○

○

２
）

３
）

４
）

模
擬

保
育

と
そ

の
振

り
返

り
を

通
し

て
、

保
育

を
改

善
す

る
視

点
を

身
に

付
け

て
い

る
。

５
）

各
領

域
の

特
性

に
応

じ
た

保
育

実
践

の
動

向
を

知
り

、
保

育
構

想
の

向
上

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

保
育

内
容

の
指

導
法

（情
報

機
器

及
び

教
材

の
活

用
を

含
む

。
）

保
育

内
容

の
指

導
法

（
情

報
機

器
及

び
教

材
の

活
用

を
含

む
。

）

（
１

）
（
２

）

幼
稚

園
教

育
に

お
い

て
育

み
た

い
資

質
・
能

力
を

理
解

し
、

幼
稚

園
教

育
要

領
に

示
さ

れ
た

当
該

領
域

の
ね

ら
い

及
び

内
容

に
つ

い
て

背
景

と
な

る
専

門
領

域
と

関
連

さ
せ

て
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

幼
児

の
発

達
に

即
し

て
、

主
体

的
・
対

話
的

で
深

い
学

び
が

実
現

す
る

過
程

を
踏

ま
え

て
具

体
的

な
指

導
場

面
を

想
定

し
て

保
育

を
構

想
す

る
方

法
を

身
に

付
け

る
。

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

幼
稚

園
教

育
要

領
に

お
け

る
幼

稚
園

教
育

の
基

本
、

各
領

域
の

ね
ら

い
及

び
内

容
並

び
に

全
体

構
造

を
理

解
し

て
い

る
。

当
該

領
域

の
ね

ら
い

及
び

内
容

を
踏

ま
え

、
幼

児
が

経
験

し
身

に
付

け
て

い
く
内

容
と

指
導

上
の

留
意

点
を

理
解

し
て

い
る

。

表 現 の 指 導 法
幼

稚
園

教
育

に
お

け
る

評
価

の
考

え
方

を
理

解
し

て
い

る
。

各
領

域
の

特
性

や
幼

児
の

体
験

と
の

関
連

を
考

慮
し

た
情

報
機

器
及

び
教

材
の

活
用

法
を

理
解

し
、

保
育

の
構

想
に

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

指
導

案
の

構
成

を
理

解
し

、
具

体
的

な
保

育
を

想
定

し
た

指
導

案
を

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
３

）
４

）
５

）
１

）
２

）
３

）
４

）
５

）

第
1
回

○
○

（
１

）
当

該
教

科
の

目
標

及
び

内
容

第
2
回

○
○

一
般

目
標

：
学

習
指

導
要

領
に

示
さ

れ
た

当
該

教
科

の
目

標
や

内
容

を
理

解
す

る
。

第
3
回

○
○

○

第
4
回

○
○

○

到
達

目
標

：
１

）
第

5
回

○
○

○

２
）

第
6
回

○
○

○

３
）

第
7
回

○
○

○

４
）

第
8
回

○
○

○

５
）

発
展

的
な

学
習

内
容

に
つ

い
て

探
究

し
、

学
習

指
導

へ
の

位
置

付
け

を
考

察
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

第
9
回

○
○

○

※
中

学
校

教
諭

及
び

高
等

学
校

教
諭

第
1
0
回

○
○

○

第
1
1
回

○
○

○

（
２

）
当

該
教

科
の

指
導

方
法

と
授

業
設

計
第

1
2
回

○
○

○
○

一
般

目
標

：
基

礎
的

な
学

習
指

導
理

論
を

理
解

し
、

具
体

的
な

授
業

場
面

を
想

定
し

た
授

業
設

計
を

行
う

方
法

を
身

に
付

け
る

。
第

1
3
回

○
○

○

第
1
4
回

○
○

○

到
達

目
標

：
１

）
(p

.4
8-

49
)
第

1
5
回

○
○

○

２
）

３
）

４
）

５
）

当
該

教
科

に
お

け
る

実
践

研
究

の
動

向
を

知
り

、
授

業
設

計
の

向
上

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

※
中

学
校

教
諭

及
び

高
等

学
校

教
諭

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

当
該

教
科

の
学

習
評

価
の

考
え

方
を

理
解

し
て

い
る

。

当
該

教
科

と
背

景
と

な
る

学
問

領
域

と
の

関
係

を
理

解
し

、
教

材
研

究
に

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

子
供

の
認

識
・
思

考
、

学
力

等
の

実
態

を
視

野
に

入
れ

た
授

業
設

計
の

重
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。

当
該

教
科

の
特

性
に

応
じ

た
情

報
通

信
技

術
の

効
果

的
な

活
用

法
を

理
解

し
、

授
業

設
計

に
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
習

指
導

案
の

構
成

を
理

解
し

、
具

体
的

な
授

業
を

想
定

し
た

授
業

設
計

と
学

習
指

導
案

を
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

模
擬

授
業

の
実

施
と

そ
の

振
り

返
り

を
通

し
て

、
授

業
改

善
の

視
点

を
身

に
付

け
て

い
る

。

各
教

科
の

指
導

法
（情

報
通

信
技

術
の

活
用

を
含

む
。

）

各
教

科
の

指
導

法
（
情

報
通

信
技

術
の

活
用

を
含

む
。

）

（
１

）
（
２

）

当
該

教
科

に
お

け
る

教
育

目
標

、
育

成
を

目
指

す
資

質
・
能

力
を

理
解

し
、

学
習

指
導

要
領

に
示

さ
れ

た
当

該
教

科
の

学
習

内
容

に
つ

い
て

背
景

と
な

る
学

問
領

域
と

関
連

さ
せ

て
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

様
々

な
学

習
指

導
理

論
を

踏
ま

え
て

具
体

的
な

授
業

場
面

を
想

定
し

た
授

業
設

計
を

行
う

方
法

を
身

に
付

け
る

。

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

国 語 科 指 導 法

学
習

指
導

要
領

に
お

け
る

当
該

教
科

の
目

標
及

び
主

な
内

容
並

び
に

全
体

構
造

を
理

解
し

て
い

る
。

個
別

の
学

習
内

容
に

つ
い

て
指

導
上

の
留

意
点

を
理

解
し

て
い

る
。
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
３

）
４

）
５

）
１

）
２

）
３

）
４

）
５

）

第
1
回

○
○

（
１

）
当

該
教

科
の

目
標

及
び

内
容

第
2
回

○
○

一
般

目
標

：
学

習
指

導
要

領
に

示
さ

れ
た

当
該

教
科

の
目

標
や

内
容

を
理

解
す

る
。

第
3
回

○
○

○

第
4
回

○
○

到
達

目
標

：
１

）
第

5
回

○
○

２
）

第
6
回

○
○

３
）

第
7
回

○
○

○

４
）

第
8
回

○
○

○

５
）

発
展

的
な

学
習

内
容

に
つ

い
て

探
究

し
、

学
習

指
導

へ
の

位
置

付
け

を
考

察
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

第
9
回

○
○

※
中

学
校

教
諭

及
び

高
等

学
校

教
諭

第
1
0
回

○
○

○
○

第
1
1
回

○
○

○
○

○

（
２

）
当

該
教

科
の

指
導

方
法

と
授

業
設

計
第

1
2
回

○
○

○
○

○

一
般

目
標

：
基

礎
的

な
学

習
指

導
理

論
を

理
解

し
、

具
体

的
な

授
業

場
面

を
想

定
し

た
授

業
設

計
を

行
う

方
法

を
身

に
付

け
る

。
第

1
3
回

○
○

○
○

第
1
4
回

○
○

○

到
達

目
標

：
１

）
(p

.5
0-

51
)
第

1
5
回

○
○

２
）

３
）

４
）

５
）

当
該

教
科

に
お

け
る

実
践

研
究

の
動

向
を

知
り

、
授

業
設

計
の

向
上

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

※
中

学
校

教
諭

及
び

高
等

学
校

教
諭

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

当
該

教
科

の
学

習
評

価
の

考
え

方
を

理
解

し
て

い
る

。

当
該

教
科

と
背

景
と

な
る

学
問

領
域

と
の

関
係

を
理

解
し

、
教

材
研

究
に

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

子
供

の
認

識
・
思

考
、

学
力

等
の

実
態

を
視

野
に

入
れ

た
授

業
設

計
の

重
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。

当
該

教
科

の
特

性
に

応
じ

た
情

報
通

信
技

術
の

効
果

的
な

活
用

法
を

理
解

し
、

授
業

設
計

に
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
習

指
導

案
の

構
成

を
理

解
し

、
具

体
的

な
授

業
を

想
定

し
た

授
業

設
計

と
学

習
指

導
案

を
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

模
擬

授
業

の
実

施
と

そ
の

振
り

返
り

を
通

し
て

、
授

業
改

善
の

視
点

を
身

に
付

け
て

い
る

。

各
教

科
の

指
導

法
（情

報
通

信
技

術
の

活
用

を
含

む
。

）

各
教

科
の

指
導

法
（
情

報
通

信
技

術
の

活
用

を
含

む
。

）

（
１

）
（
２

）

当
該

教
科

に
お

け
る

教
育

目
標

、
育

成
を

目
指

す
資

質
・
能

力
を

理
解

し
、

学
習

指
導

要
領

に
示

さ
れ

た
当

該
教

科
の

学
習

内
容

に
つ

い
て

背
景

と
な

る
学

問
領

域
と

関
連

さ
せ

て
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

様
々

な
学

習
指

導
理

論
を

踏
ま

え
て

具
体

的
な

授
業

場
面

を
想

定
し

た
授

業
設

計
を

行
う

方
法

を
身

に
付

け
る

。

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

社 会 科 指 導 法

学
習

指
導

要
領

に
お

け
る

当
該

教
科

の
目

標
及

び
主

な
内

容
並

び
に

全
体

構
造

を
理

解
し

て
い

る
。

個
別

の
学

習
内

容
に

つ
い

て
指

導
上

の
留

意
点

を
理

解
し

て
い

る
。
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
３

）
４

）
５

）
１

）
２

）
３

）
４

）
５

）

第
1
回

○
○

（
１

）
当

該
教

科
の

目
標

及
び

内
容

第
2
回

○
○

一
般

目
標

：
学

習
指

導
要

領
に

示
さ

れ
た

当
該

教
科

の
目

標
や

内
容

を
理

解
す

る
。

第
3
回

○
○

第
4
回

○
○

○

到
達

目
標

：
１

）
第

5
回

○
○

２
）

第
6
回

○

３
）

第
7
回

○
○

○

４
）

第
8
回

○
○

○

５
）

発
展

的
な

学
習

内
容

に
つ

い
て

探
究

し
、

学
習

指
導

へ
の

位
置

付
け

を
考

察
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

第
9
回

○
○

○
○

※
中

学
校

教
諭

及
び

高
等

学
校

教
諭

第
1
0
回

○
○

○
○

第
1
1
回

○
○

○
○

（
２

）
当

該
教

科
の

指
導

方
法

と
授

業
設

計
第

1
2
回

○
○

○
○

一
般

目
標

：
基

礎
的

な
学

習
指

導
理

論
を

理
解

し
、

具
体

的
な

授
業

場
面

を
想

定
し

た
授

業
設

計
を

行
う

方
法

を
身

に
付

け
る

。
第

1
3
回

○
○

○
○

第
1
4
回

○
○

○
○

到
達

目
標

：
１

）
(p

.5
2-

53
)
第

1
5
回

○
○

２
）

３
）

４
）

５
）

当
該

教
科

に
お

け
る

実
践

研
究

の
動

向
を

知
り

、
授

業
設

計
の

向
上

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

※
中

学
校

教
諭

及
び

高
等

学
校

教
諭

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

当
該

教
科

の
学

習
評

価
の

考
え

方
を

理
解

し
て

い
る

。

当
該

教
科

と
背

景
と

な
る

学
問

領
域

と
の

関
係

を
理

解
し

、
教

材
研

究
に

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

子
供

の
認

識
・
思

考
、

学
力

等
の

実
態

を
視

野
に

入
れ

た
授

業
設

計
の

重
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。

当
該

教
科

の
特

性
に

応
じ

た
情

報
通

信
技

術
の

効
果

的
な

活
用

法
を

理
解

し
、

授
業

設
計

に
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
習

指
導

案
の

構
成

を
理

解
し

、
具

体
的

な
授

業
を

想
定

し
た

授
業

設
計

と
学

習
指

導
案

を
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

模
擬

授
業

の
実

施
と

そ
の

振
り

返
り

を
通

し
て

、
授

業
改

善
の

視
点

を
身

に
付

け
て

い
る

。

各
教

科
の

指
導

法
（情

報
通

信
技

術
の

活
用

を
含

む
。

）

各
教

科
の

指
導

法
（
情

報
通

信
技

術
の

活
用

を
含

む
。

）

（
１

）
（
２

）

当
該

教
科

に
お

け
る

教
育

目
標

、
育

成
を

目
指

す
資

質
・
能

力
を

理
解

し
、

学
習

指
導

要
領

に
示

さ
れ

た
当

該
教

科
の

学
習

内
容

に
つ

い
て

背
景

と
な

る
学

問
領

域
と

関
連

さ
せ

て
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

様
々

な
学

習
指

導
理

論
を

踏
ま

え
て

具
体

的
な

授
業

場
面

を
想

定
し

た
授

業
設

計
を

行
う

方
法

を
身

に
付

け
る

。

算 数 科 指 導 法 及 び 授 業 1 5 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

　 　 算 数 科 指 導 法

学
習

指
導

要
領

に
お

け
る

当
該

教
科

の
目

標
及

び
主

な
内

容
並

び
に

全
体

構
造

を
理

解
し

て
い

る
。

個
別

の
学

習
内

容
に

つ
い

て
指

導
上

の
留

意
点

を
理

解
し

て
い

る
。
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
３

）
４

）
５

）
１

）
２

）
３

）
４

）
５

）

第
1
回

○

（
１

）
当

該
教

科
の

目
標

及
び

内
容

第
2
回

○

一
般

目
標

：
学

習
指

導
要

領
に

示
さ

れ
た

当
該

教
科

の
目

標
や

内
容

を
理

解
す

る
。

第
3
回

○
○

第
4
回

○
○

○

到
達

目
標

：
１

）
第

5
回

○

２
）

第
6
回

○

３
）

第
7
回

○

４
）

第
8
回

○

５
）

発
展

的
な

学
習

内
容

に
つ

い
て

探
究

し
、

学
習

指
導

へ
の

位
置

付
け

を
考

察
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

第
9
回

○

※
中

学
校

教
諭

及
び

高
等

学
校

教
諭

第
1
0
回

○

第
1
1
回

○

（
２

）
当

該
教

科
の

指
導

方
法

と
授

業
設

計
第

1
2
回

○

一
般

目
標

：
基

礎
的

な
学

習
指

導
理

論
を

理
解

し
、

具
体

的
な

授
業

場
面

を
想

定
し

た
授

業
設

計
を

行
う

方
法

を
身

に
付

け
る

。
第

1
3
回

○

第
1
4
回

○

到
達

目
標

：
１

）
(p

.5
4-

55
)
第

1
5
回

○

２
）

３
）

４
）

５
）

当
該

教
科

に
お

け
る

実
践

研
究

の
動

向
を

知
り

、
授

業
設

計
の

向
上

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

※
中

学
校

教
諭

及
び

高
等

学
校

教
諭

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

当
該

教
科

の
学

習
評

価
の

考
え

方
を

理
解

し
て

い
る

。

当
該

教
科

と
背

景
と

な
る

学
問

領
域

と
の

関
係

を
理

解
し

、
教

材
研

究
に

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

子
供

の
認

識
・
思

考
、

学
力

等
の

実
態

を
視

野
に

入
れ

た
授

業
設

計
の

重
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。

当
該

教
科

の
特

性
に

応
じ

た
情

報
通

信
技

術
の

効
果

的
な

活
用

法
を

理
解

し
、

授
業

設
計

に
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
習

指
導

案
の

構
成

を
理

解
し

、
具

体
的

な
授

業
を

想
定

し
た

授
業

設
計

と
学

習
指

導
案

を
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

模
擬

授
業

の
実

施
と

そ
の

振
り

返
り

を
通

し
て

、
授

業
改

善
の

視
点

を
身

に
付

け
て

い
る

。

各
教

科
の

指
導

法
（情

報
通

信
技

術
の

活
用

を
含

む
。

）

各
教

科
の

指
導

法
（
情

報
通

信
技

術
の

活
用

を
含

む
。

）

（
１

）
（
２

）

当
該

教
科

に
お

け
る

教
育

目
標

、
育

成
を

目
指

す
資

質
・
能

力
を

理
解

し
、

学
習

指
導

要
領

に
示

さ
れ

た
当

該
教

科
の

学
習

内
容

に
つ

い
て

背
景

と
な

る
学

問
領

域
と

関
連

さ
せ

て
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

様
々

な
学

習
指

導
理

論
を

踏
ま

え
て

具
体

的
な

授
業

場
面

を
想

定
し

た
授

業
設

計
を

行
う

方
法

を
身

に
付

け
る

。

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

理 科 指 導 法

学
習

指
導

要
領

に
お

け
る

当
該

教
科

の
目

標
及

び
主

な
内

容
並

び
に

全
体

構
造

を
理

解
し

て
い

る
。

個
別

の
学

習
内

容
に

つ
い

て
指

導
上

の
留

意
点

を
理

解
し

て
い

る
。
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
３

）
４

）
５

）
１

）
２

）
３

）
４

）
５

）

第
1
回

○
○

○

（
１

）
当

該
教

科
の

目
標

及
び

内
容

第
2
回

○
○

○

一
般

目
標

：
学

習
指

導
要

領
に

示
さ

れ
た

当
該

教
科

の
目

標
や

内
容

を
理

解
す

る
。

第
3
回

○
○

○
○

○
○

○

第
4
回

○
○

○
○

○
○

○

到
達

目
標

：
１

）
第

5
回

○
○

○
○

○

２
）

第
6
回

○
○

○
○

○

３
）

第
7
回

○
○

○
○

○

４
）

第
8
回

○
○

○
○

○

５
）

発
展

的
な

学
習

内
容

に
つ

い
て

探
究

し
、

学
習

指
導

へ
の

位
置

付
け

を
考

察
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

第
9
回

○
○

○
○

○

※
中

学
校

教
諭

及
び

高
等

学
校

教
諭

第
1
0
回

○
○

○
○

○

第
1
1
回

○
○

○
○

○

（
２

）
当

該
教

科
の

指
導

方
法

と
授

業
設

計
第

1
2
回

○
○

○
○

○

一
般

目
標

：
基

礎
的

な
学

習
指

導
理

論
を

理
解

し
、

具
体

的
な

授
業

場
面

を
想

定
し

た
授

業
設

計
を

行
う

方
法

を
身

に
付

け
る

。
第

1
3
回

○
○

○
○

○

第
1
4
回

○
○

○

到
達

目
標

：
１

）
(p

.5
6-

57
)
第

1
5
回

○
○

○

２
）

３
）

４
）

５
）

当
該

教
科

に
お

け
る

実
践

研
究

の
動

向
を

知
り

、
授

業
設

計
の

向
上

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

※
中

学
校

教
諭

及
び

高
等

学
校

教
諭

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

当
該

教
科

の
学

習
評

価
の

考
え

方
を

理
解

し
て

い
る

。

当
該

教
科

と
背

景
と

な
る

学
問

領
域

と
の

関
係

を
理

解
し

、
教

材
研

究
に

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

子
供

の
認

識
・
思

考
、

学
力

等
の

実
態

を
視

野
に

入
れ

た
授

業
設

計
の

重
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。

当
該

教
科

の
特

性
に

応
じ

た
情

報
通

信
技

術
の

効
果

的
な

活
用

法
を

理
解

し
、

授
業

設
計

に
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
習

指
導

案
の

構
成

を
理

解
し

、
具

体
的

な
授

業
を

想
定

し
た

授
業

設
計

と
学

習
指

導
案

を
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

模
擬

授
業

の
実

施
と

そ
の

振
り

返
り

を
通

し
て

、
授

業
改

善
の

視
点

を
身

に
付

け
て

い
る

。

各
教

科
の

指
導

法
（情

報
通

信
技

術
の

活
用

を
含

む
。

）

各
教

科
の

指
導

法
（
情

報
通

信
技

術
の

活
用

を
含

む
。

）

（
１

）
（
２

）

当
該

教
科

に
お

け
る

教
育

目
標

、
育

成
を

目
指

す
資

質
・
能

力
を

理
解

し
、

学
習

指
導

要
領

に
示

さ
れ

た
当

該
教

科
の

学
習

内
容

に
つ

い
て

背
景

と
な

る
学

問
領

域
と

関
連

さ
せ

て
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

様
々

な
学

習
指

導
理

論
を

踏
ま

え
て

具
体

的
な

授
業

場
面

を
想

定
し

た
授

業
設

計
を

行
う

方
法

を
身

に
付

け
る

。

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

生 活 科 指 導 法

学
習

指
導

要
領

に
お

け
る

当
該

教
科

の
目

標
及

び
主

な
内

容
並

び
に

全
体

構
造

を
理

解
し

て
い

る
。

個
別

の
学

習
内

容
に

つ
い

て
指

導
上

の
留

意
点

を
理

解
し

て
い

る
。
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
３

）
４

）
５

）
１

）
２

）
３

）
４

）
５

）

第
1
回

○
○

○
○

○

（
１

）
当

該
教

科
の

目
標

及
び

内
容

第
2
回

○
○

一
般

目
標

：
学

習
指

導
要

領
に

示
さ

れ
た

当
該

教
科

の
目

標
や

内
容

を
理

解
す

る
。

第
3
回

○
○

第
4
回

○
○

到
達

目
標

：
１

）
第

5
回

○
○

２
）

第
6
回

○
○

３
）

第
7
回

○
○

○

４
）

第
8
回

○
○

○

５
）

発
展

的
な

学
習

内
容

に
つ

い
て

探
究

し
、

学
習

指
導

へ
の

位
置

付
け

を
考

察
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

第
9
回

○
○

○
○

※
中

学
校

教
諭

及
び

高
等

学
校

教
諭

第
1
0
回

○
○

○
○

第
1
1
回

○
○

○
○

○

（
２

）
当

該
教

科
の

指
導

方
法

と
授

業
設

計
第

1
2
回

○
○

○
○

○
○

一
般

目
標

：
基

礎
的

な
学

習
指

導
理

論
を

理
解

し
、

具
体

的
な

授
業

場
面

を
想

定
し

た
授

業
設

計
を

行
う

方
法

を
身

に
付

け
る

。
第

1
3
回

○
○

○
○

○
○

第
1
4
回

○

到
達

目
標

：
１

）
(p

.5
8-

60
)
第

1
5
回

○

２
）

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

３
）

４
）

５
）

当
該

教
科

に
お

け
る

実
践

研
究

の
動

向
を

知
り

、
授

業
設

計
の

向
上

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

※
中

学
校

教
諭

及
び

高
等

学
校

教
諭

模
擬

授
業

の
実

施
と

そ
の

振
り

返
り

を
通

し
て

、
授

業
改

善
の

視
点

を
身

に
付

け
て

い
る

。

各
教

科
の

指
導

法
（情

報
通

信
技

術
の

活
用

を
含

む
。

）

各
教

科
の

指
導

法
（
情

報
通

信
技

術
の

活
用

を
含

む
。

）

（
１

）
（
２

）

当
該

教
科

に
お

け
る

教
育

目
標

、
育

成
を

目
指

す
資

質
・
能

力
を

理
解

し
、

学
習

指
導

要
領

に
示

さ
れ

た
当

該
教

科
の

学
習

内
容

に
つ

い
て

背
景

と
な

る
学

問
領

域
と

関
連

さ
せ

て
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

様
々

な
学

習
指

導
理

論
を

踏
ま

え
て

具
体

的
な

授
業

場
面

を
想

定
し

た
授

業
設

計
を

行
う

方
法

を
身

に
付

け
る

。

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

音 楽 科 指 導 法 Ⅰ

学
習

指
導

要
領

に
お

け
る

当
該

教
科

の
目

標
及

び
主

な
内

容
並

び
に

全
体

構
造

を
理

解
し

て
い

る
。

個
別

の
学

習
内

容
に

つ
い

て
指

導
上

の
留

意
点

を
理

解
し

て
い

る
。

当
該

教
科

の
学

習
評

価
の

考
え

方
を

理
解

し
て

い
る

。

当
該

教
科

と
背

景
と

な
る

学
問

領
域

と
の

関
係

を
理

解
し

、
教

材
研

究
に

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

子
供

の
認

識
・
思

考
、

学
力

等
の

実
態

を
視

野
に

入
れ

た
授

業
設

計
の

重
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。

当
該

教
科

の
特

性
に

応
じ

た
情

報
通

信
技

術
の

効
果

的
な

活
用

法
を

理
解

し
、

授
業

設
計

に
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
習

指
導

案
の

構
成

を
理

解
し

、
具

体
的

な
授

業
を

想
定

し
た

授
業

設
計

と
学

習
指

導
案

を
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
３

）
４

）
５

）
１

）
２

）
３

）
４

）
５

）

第
1
回

○
○

○

（
１

）
当

該
教

科
の

目
標

及
び

内
容

第
2
回

○
○

○

一
般

目
標

：
学

習
指

導
要

領
に

示
さ

れ
た

当
該

教
科

の
目

標
や

内
容

を
理

解
す

る
。

第
3
回

○
○

○
○

第
4
回

○
○

○

到
達

目
標

：
１

）
第

5
回

○
○

○
○

２
）

第
6
回

○
○

○
○

３
）

第
7
回

○
○

○

４
）

第
8
回

○
○

○
○

５
）

発
展

的
な

学
習

内
容

に
つ

い
て

探
究

し
、

学
習

指
導

へ
の

位
置

付
け

を
考

察
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

第
9
回

○
○

○
○

※
中

学
校

教
諭

及
び

高
等

学
校

教
諭

第
1
0
回

○
○

○

第
1
1
回

○
○

○
○

（
２

）
当

該
教

科
の

指
導

方
法

と
授

業
設

計
第

1
2
回

○
○

○
○

○

一
般

目
標

：
基

礎
的

な
学

習
指

導
理

論
を

理
解

し
、

具
体

的
な

授
業

場
面

を
想

定
し

た
授

業
設

計
を

行
う

方
法

を
身

に
付

け
る

。
第

1
3
回

○
○

○
○

第
1
4
回

○
○

○
○

○

到
達

目
標

：
１

）
(p

.7
1-

72
)
第

1
5
回

○
○

○
○

○
○

２
）

３
）

４
）

５
）

当
該

教
科

に
お

け
る

実
践

研
究

の
動

向
を

知
り

、
授

業
設

計
の

向
上

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

※
中

学
校

教
諭

及
び

高
等

学
校

教
諭

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

当
該

教
科

の
学

習
評

価
の

考
え

方
を

理
解

し
て

い
る

。

当
該

教
科

と
背

景
と

な
る

学
問

領
域

と
の

関
係

を
理

解
し

、
教

材
研

究
に

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

子
供

の
認

識
・
思

考
、

学
力

等
の

実
態

を
視

野
に

入
れ

た
授

業
設

計
の

重
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。

当
該

教
科

の
特

性
に

応
じ

た
情

報
通

信
技

術
の

効
果

的
な

活
用

法
を

理
解

し
、

授
業

設
計

に
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
習

指
導

案
の

構
成

を
理

解
し

、
具

体
的

な
授

業
を

想
定

し
た

授
業

設
計

と
学

習
指

導
案

を
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

模
擬

授
業

の
実

施
と

そ
の

振
り

返
り

を
通

し
て

、
授

業
改

善
の

視
点

を
身

に
付

け
て

い
る

。

各
教

科
の

指
導

法
（情

報
通

信
技

術
の

活
用

を
含

む
。

）

各
教

科
の

指
導

法
（
情

報
通

信
技

術
の

活
用

を
含

む
。

）

（
１

）
（
２

）

当
該

教
科

に
お

け
る

教
育

目
標

、
育

成
を

目
指

す
資

質
・
能

力
を

理
解

し
、

学
習

指
導

要
領

に
示

さ
れ

た
当

該
教

科
の

学
習

内
容

に
つ

い
て

背
景

と
な

る
学

問
領

域
と

関
連

さ
せ

て
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

様
々

な
学

習
指

導
理

論
を

踏
ま

え
て

具
体

的
な

授
業

場
面

を
想

定
し

た
授

業
設

計
を

行
う

方
法

を
身

に
付

け
る

。

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

図 画 工 作 科 指 導 法 Ⅰ

学
習

指
導

要
領

に
お

け
る

当
該

教
科

の
目

標
及

び
主

な
内

容
並

び
に

全
体

構
造

を
理

解
し

て
い

る
。

個
別

の
学

習
内

容
に

つ
い

て
指

導
上

の
留

意
点

を
理

解
し

て
い

る
。
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
３

）
４

）
５

）
１

）
２

）
３

）
４

）
５

）

第
1
回

○

（
１

）
当

該
教

科
の

目
標

及
び

内
容

第
2
回

○

一
般

目
標

：
学

習
指

導
要

領
に

示
さ

れ
た

当
該

教
科

の
目

標
や

内
容

を
理

解
す

る
。

第
3
回

○

第
4
回

○

到
達

目
標

：
１

）
第

5
回

○

２
）

第
6
回

○
○

３
）

第
7
回

○
○

○

４
）

第
8
回

○

５
）

発
展

的
な

学
習

内
容

に
つ

い
て

探
究

し
、

学
習

指
導

へ
の

位
置

付
け

を
考

察
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

第
9
回

○

※
中

学
校

教
諭

及
び

高
等

学
校

教
諭

第
1
0
回

○

第
1
1
回

○
○

（
２

）
当

該
教

科
の

指
導

方
法

と
授

業
設

計
第

1
2
回

○
○

一
般

目
標

：
基

礎
的

な
学

習
指

導
理

論
を

理
解

し
、

具
体

的
な

授
業

場
面

を
想

定
し

た
授

業
設

計
を

行
う

方
法

を
身

に
付

け
る

。
第

1
3
回

○
○

第
1
4
回

○
○

到
達

目
標

：
１

）
(p

.7
8-

79
)
第

1
5
回

○

２
）

３
）

４
）

５
）

当
該

教
科

に
お

け
る

実
践

研
究

の
動

向
を

知
り

、
授

業
設

計
の

向
上

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

※
中

学
校

教
諭

及
び

高
等

学
校

教
諭

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

当
該

教
科

の
学

習
評

価
の

考
え

方
を

理
解

し
て

い
る

。

当
該

教
科

と
背

景
と

な
る

学
問

領
域

と
の

関
係

を
理

解
し

、
教

材
研

究
に

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

子
供

の
認

識
・
思

考
、

学
力

等
の

実
態

を
視

野
に

入
れ

た
授

業
設

計
の

重
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。

当
該

教
科

の
特

性
に

応
じ

た
情

報
通

信
技

術
の

効
果

的
な

活
用

法
を

理
解

し
、

授
業

設
計

に
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
習

指
導

案
の

構
成

を
理

解
し

、
具

体
的

な
授

業
を

想
定

し
た

授
業

設
計

と
学

習
指

導
案

を
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

模
擬

授
業

の
実

施
と

そ
の

振
り

返
り

を
通

し
て

、
授

業
改

善
の

視
点

を
身

に
付

け
て

い
る

。

各
教

科
の

指
導

法
（情

報
通

信
技

術
の

活
用

を
含

む
。

）

各
教

科
の

指
導

法
（
情

報
通

信
技

術
の

活
用

を
含

む
。

）

（
１

）
（
２

）

当
該

教
科

に
お

け
る

教
育

目
標

、
育

成
を

目
指

す
資

質
・
能

力
を

理
解

し
、

学
習

指
導

要
領

に
示

さ
れ

た
当

該
教

科
の

学
習

内
容

に
つ

い
て

背
景

と
な

る
学

問
領

域
と

関
連

さ
せ

て
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

様
々

な
学

習
指

導
理

論
を

踏
ま

え
て

具
体

的
な

授
業

場
面

を
想

定
し

た
授

業
設

計
を

行
う

方
法

を
身

に
付

け
る

。

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

家 庭 科 指 導 法

学
習

指
導

要
領

に
お

け
る

当
該

教
科

の
目

標
及

び
主

な
内

容
並

び
に

全
体

構
造

を
理

解
し

て
い

る
。

個
別

の
学

習
内

容
に

つ
い

て
指

導
上

の
留

意
点

を
理

解
し

て
い

る
。
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
３

）
４

）
５

）
１

）
２

）
３

）
４

）
５

）

第
1
回

○
○

（
１

）
当

該
教

科
の

目
標

及
び

内
容

第
2
回

○
○

一
般

目
標

：
学

習
指

導
要

領
に

示
さ

れ
た

当
該

教
科

の
目

標
や

内
容

を
理

解
す

る
。

第
3
回

○

第
4
回

○
○

○

到
達

目
標

：
１

）
第

5
回

○
○

２
）

第
6
回

○

３
）

第
7
回

○
○

４
）

第
8
回

○
○

○
○

５
）

発
展

的
な

学
習

内
容

に
つ

い
て

探
究

し
、

学
習

指
導

へ
の

位
置

付
け

を
考

察
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

第
9
回

○
○

○
○

※
中

学
校

教
諭

及
び

高
等

学
校

教
諭

第
1
0
回

○
○

○
○

第
1
1
回

○
○

○
○

（
２

）
当

該
教

科
の

指
導

方
法

と
授

業
設

計
第

1
2
回

○
○

○
○

一
般

目
標

：
基

礎
的

な
学

習
指

導
理

論
を

理
解

し
、

具
体

的
な

授
業

場
面

を
想

定
し

た
授

業
設

計
を

行
う

方
法

を
身

に
付

け
る

。
第

1
3
回

○
○

○
○

第
1
4
回

○
○

○
○

到
達

目
標

：
１

）
(p

.8
4-

85
)
第

1
5
回

○
○

○
○

○
○

２
）

３
）

４
）

５
）

当
該

教
科

に
お

け
る

実
践

研
究

の
動

向
を

知
り

、
授

業
設

計
の

向
上

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

※
中

学
校

教
諭

及
び

高
等

学
校

教
諭

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

当
該

教
科

の
学

習
評

価
の

考
え

方
を

理
解

し
て

い
る

。

当
該

教
科

と
背

景
と

な
る

学
問

領
域

と
の

関
係

を
理

解
し

、
教

材
研

究
に

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

子
供

の
認

識
・
思

考
、

学
力

等
の

実
態

を
視

野
に

入
れ

た
授

業
設

計
の

重
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。

当
該

教
科

の
特

性
に

応
じ

た
情

報
通

信
技

術
の

効
果

的
な

活
用

法
を

理
解

し
、

授
業

設
計

に
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
習

指
導

案
の

構
成

を
理

解
し

、
具

体
的

な
授

業
を

想
定

し
た

授
業

設
計

と
学

習
指

導
案

を
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

模
擬

授
業

の
実

施
と

そ
の

振
り

返
り

を
通

し
て

、
授

業
改

善
の

視
点

を
身

に
付

け
て

い
る

。

各
教

科
の

指
導

法
（情

報
通

信
技

術
の

活
用

を
含

む
。

）

各
教

科
の

指
導

法
（
情

報
通

信
技

術
の

活
用

を
含

む
。

）

（
１

）
（
２

）

当
該

教
科

に
お

け
る

教
育

目
標

、
育

成
を

目
指

す
資

質
・
能

力
を

理
解

し
、

学
習

指
導

要
領

に
示

さ
れ

た
当

該
教

科
の

学
習

内
容

に
つ

い
て

背
景

と
な

る
学

問
領

域
と

関
連

さ
せ

て
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

様
々

な
学

習
指

導
理

論
を

踏
ま

え
て

具
体

的
な

授
業

場
面

を
想

定
し

た
授

業
設

計
を

行
う

方
法

を
身

に
付

け
る

。

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

体 育 科 教 育 実 践 法 Ⅰ

学
習

指
導

要
領

に
お

け
る

当
該

教
科

の
目

標
及

び
主

な
内

容
並

び
に

全
体

構
造

を
理

解
し

て
い

る
。

個
別

の
学

習
内

容
に

つ
い

て
指

導
上

の
留

意
点

を
理

解
し

て
い

る
。
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
１

）
２

）
３

）
１

）
２

）
３

）

第
1
回

○
○

（
１

）
教

育
の

基
本

的
概

念
第

2
回

○
○

一
般

目
標

：
教

育
の

基
本

的
概

念
を

身
に

付
け

る
と

と
も

に
、

教
育

を
成

り
立

た
せ

る
諸

要
因

と
そ

れ
ら

相
互

の
関

係
を

理
解

す
る

。
第

3
回

○
○

第
4
回

○
○

到
達

目
標

：
１

）
第

5
回

○
○

２
）

第
6
回

○
○

○

第
7
回

○
○

○

第
8
回

○
○

第
9
回

○

（
２

）
教

育
に

関
す

る
歴

史
第

1
0
回

○

一
般

目
標

：
第

1
1
回

○

第
1
2
回

○

到
達

目
標

：
１

）
第

1
3
回

○

２
）

第
1
4
回

○
○

３
）

(p
.1

22
-1

24
)
第

1
5
回

○
○

（
３

）
教

育
に

関
す

る
思

想

一
般

目
標

：

到
達

目
標

：
１

）

２
）

３
）

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

教
育

の
理

念
並

び
に

教
育

に
関

す
る

歴
史

及
び

思
想

教
育

の
理

念
並

び
に

教
育

に
関

す
る

歴
史

及
び

思
想

現
代

社
会

に
お

け
る

教
育

課
題

を
歴

史
的

な
視

点
か

ら
理

解
し

て
い

る
。

教
育

の
基

本
的

概
念

は
何

か
、

ま
た

、
教

育
の

理
念

に
は

ど
の

よ
う

な
も

の
が

あ
り

、
教

育
の

歴
史

や
思

想
に

お
い

て
、

そ
れ

ら
が

ど
の

よ
う

に
現

れ
て

き
た

か
に

つ
い

て
学

ぶ
と

と
も

に
、

こ
れ

ま
で

の
教

育
及

び
学

校
の

営
み

が
ど

の
よ

う
に

捉
え

ら
れ

、
変

遷
し

て
き

た
の

か
を

理
解

す
る

。

学
校

や
学

習
に

関
わ

る
教

育
の

思
想

を
理

解
し

て
い

る
。

近
代

教
育

制
度

の
成

立
と

展
開

を
理

解
し

て
い

る
。

家
庭

や
子

供
に

関
わ

る
教

育
の

思
想

を
理

解
し

て
い

る
。

代
表

的
な

教
育

家
の

思
想

を
理

解
し

て
い

る
。

教 育 原 理

教
育

学
の

諸
概

念
並

び
に

教
育

の
本

質
及

び
目

標
を

理
解

し
て

い
る

。

子
供

・
教

員
・
家

庭
・
学

校
な

ど
教

育
を

成
り

立
た

せ
る

要
素

と
そ

れ
ら

の
相

互
関

係
を

理
解

し
て

い
る

。

教
育

の
歴

史
に

関
す

る
基

礎
的

知
識

を
身

に
付

け
、

そ
れ

ら
と

多
様

な
教

育
の

理
念

と
の

関
わ

り
や

過
去

か
ら

現
代

に
至

る
ま

で
の

教
育

及
び

学
校

の
変

遷
を

理
解

す
る

。

家
族

と
社

会
に

よ
る

教
育

の
歴

史
を

理
解

し
て

い
る

。

教
育

に
関

す
る

様
々

な
思

想
、

そ
れ

ら
と

多
様

な
教

育
の

理
念

や
実

際
の

教
育

及
び

学
校

と
の

関
わ

り
を

理
解

し
て

い
る

。

（
１

）
（
２

）
（
３

）

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

(４
)

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
１

）
２

）
１

）
２

）
３

）
１

）

第
1
回

○
○

○
○

（
１

）
教

職
の

意
義

第
2
回

○
○

○

一
般

目
標

：
我

が
国

に
お

け
る

今
日

の
学

校
教

育
や

教
職

の
社

会
的

意
義

を
理

解
す

る
。

第
3
回

○
○

第
4
回

○
○

到
達

目
標

：
１

）
第

5
回

○
○

○

２
）

第
6
回

○
○

○

第
7
回

○
○

○
○

第
8
回

○
○

○

第
9
回

○
○

○

（
２

）
教

員
の

役
割

第
1
0
回

○
○

一
般

目
標

：
教

育
の

動
向

を
踏

ま
え

、
今

日
の

教
員

に
求

め
ら

れ
る

役
割

や
資

質
能

力
を

理
解

す
る

。
第

1
1
回

○
○

○
○

第
1
2
回

○
○

○

到
達

目
標

：
１

）
第

1
3
回

○
○

２
）

第
1
4
回

○
○

○
(p

.1
25

-1
26

)
第

1
5
回

○
○

○

　 　

（
３

）
教

員
の

職
務

内
容

　
　

一
般

目
標

：
教

員
の

職
務

内
容

の
全

体
像

や
教

員
に

課
せ

ら
れ

る
服

務
上

・
身

分
上

の
義

務
を

理
解

す
る

。
　 　

到
達

目
標

：
１

）
　

２
）

　 　

３
）

　 　

（
４

）
チ

ー
ム

学
校

へ
の

対
応

　

一
般

目
標

：
　 　

到
達

目
標

：
１

）
　 　

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

公
教

育
の

目
的

と
そ

の
担

い
手

で
あ

る
教

員
の

存
在

意
義

を
理

解
し

て
い

る
。

進
路

選
択

に
向

け
、

他
の

職
業

と
の

比
較

を
通

し
て

、
教

職
の

職
業

的
特

徴
を

理
解

し
て

い
る

。

　

幼
児

、
児

童
及

び
生

徒
へ

の
指

導
及

び
指

導
以

外
の

校
務

を
含

め
た

教
員

の
職

務
の

全
体

像
を

理
解

し
て

い
る

。

校
内

の
教

職
員

や
多

様
な

専
門

性
を

持
つ

人
材

と
効

果
的

に
連

携
・
分

担
し

、
チ

ー
ム

と
し

て
組

織
的

に
諸

課
題

に
対

応
す

る
こ

と
の

重
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。

教
員

研
修

の
意

義
及

び
制

度
上

の
位

置
付

け
並

び
に

専
門

職
と

し
て

適
切

に
職

務
を

遂
行

す
る

た
め

生
涯

に
わ

た
っ

て
学

び
続

け
る

こ
と

の
必

要
性

を
理

解
し

て
い

る
。

教 職 概 論

教
職

の
意

義
及

び
教

員
の

役
割

・職
務

内
容

（チ
ー

ム
学

校
運

営
へ

の
対

応
を

含
む

。
）

教
職

の
意

義
及

び
教

員
の

役
割

・
職

務
内

容
（
チ

ー
ム

学
校

へ
の

対
応

を
含

む
。

）

（
１

）
（
２

）
（
３

）

現
代

社
会

に
お

け
る

教
職

の
重

要
性

の
高

ま
り

を
背

景
に

、
教

職
の

意
義

、
教

員
の

役
割

・
資

質
能

力
・
職

務
内

容
等

に
つ

い
て

身
に

付
け

、
教

職
へ

の
意

欲
を

高
め

、
さ

ら
に

適
性

を
判

断
し

、
進

路
選

択
に

資
す

る
教

職
の

在
り

方
を

理
解

す
る

。

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

教
員

に
課

せ
ら

れ
る

服
務

上
・
身

分
上

の
義

務
及

び
身

分
保

障
を

理
解

し
て

い
る

。

教
職

観
の

変
遷

を
踏

ま
え

、
今

日
の

教
員

に
求

め
ら

れ
る

役
割

を
理

解
し

て
い

る
。

今
日

の
教

員
に

求
め

ら
れ

る
基

礎
的

な
資

質
能

力
を

理
解

し
て

い
る

。

学
校

の
担

う
役

割
が

拡
大

・
多

様
化

す
る

中
で

、
学

校
が

内
外

の
専

門
家

等
と

連
携

・
分

担
し

て
対

応
す

る
必

要
性

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
３

）
４

）
１

）
２

）
３

）
４

）
１

）
２

）
３

）
４

）
１

）
２

）
１

）
２

）

第
1
回

○

第
2
回

○
○

○
○

○
○

（１
－

１
）教

育
に

関
す

る
社

会
的

事
項

第
3
回

○
○

○
○

○
○

一
般

目
標

：
第

4
回

○
○

○
○

○
○

○

第
5
回

○
○

○
○

○
○

到
達

目
標

：
１

）
第

6
回

○
○

○
○

２
）

第
7
回

○
○

○
○

○
○

３
）

第
8
回

○
○

○
○

○
○

４
）

第
9
回

○
○

○
○

○
○

第
1
0
回

○
○

○
○

○
○

（１
－

２
）教

育
に

関
す

る
制

度
的

事
項

第
1
1
回

○
○

○
○

○
○

一
般

目
標

：
第

1
2
回

○
○

○
○

○
○

第
1
3
回

○
○

○
○

○
○

到
達

目
標

：
１

）
第

1
4
回

○
○

○
○

○
○

２
）

(p
.1

2
7
-
1
2
8
)
第

1
5
回

○
○

○
○

○

３
）

４
）

（１
－

３
）教

育
に

関
す

る
経

営
的

事
項

一
般

目
標

：
学

校
や

教
育

行
政

機
関

の
目

的
と

そ
の

実
現

に
つ

い
て

、
経

営
の

観
点

か
ら

理
解

す
る

。

到
達

目
標

：
１

）

２
）

３
）

４
）

（２
）学

校
と

地
域

と
の

連
携

一
般

目
標

：

到
達

目
標

：
１

）

２
）

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

（３
）学

校
安

全
へ

の
対

応

一
般

目
標

：

到
達

目
標

：
１

）

２
）

子
供

の
生

活
の

変
化

を
踏

ま
え

た
指

導
上

の
課

題
を

理
解

し
て

い
る

。

近
年

の
教

育
政

策
の

動
向

を
理

解
し

て
い

る
。

諸
外

国
の

教
育

事
情

や
教

育
改

革
の

動
向

を
理

解
し

て
い

る
。

公
教

育
の

原
理

及
び

理
念

を
理

解
し

て
い

る
。

公
教

育
制

度
を

構
成

し
て

い
る

教
育

関
係

法
規

を
理

解
し

て
い

る
。

教
育

制
度

を
支

え
る

教
育

行
政

の
理

念
と

仕
組

み
を

理
解

し
て

い
る

。

生
活

安
全

・交
通

安
全

・災
害

安
全

の
各

領
域

や
我

が
国

の
学

校
を

と
り

ま
く
新

た
な

安
全

上
の

課
題

に
つ

い
て

、
安

全
管

理
及

び
安

全
教

育
の

両
面

か
ら

具
体

的
な

取
組

を
理

解
し

て
い

る
。

学
校

の
管

理
下

で
発

生
す

る
事

件
、

事
故

及
び

災
害

の
実

情
を

踏
ま

え
、

危
機

管
理

や
事

故
対

応
を

含
む

学
校

安
全

の
必

要
性

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
る

。

学
校

に
お

け
る

教
育

活
動

の
年

間
の

流
れ

と
学

校
評

価
の

基
礎

理
論

を
含

め
た

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

の
重

要
性

を
理

解
し

て
い

る
。

学
級

経
営

の
仕

組
み

と
効

果
的

な
方

法
を

理
解

し
て

い
る

。

教
職

員
や

学
校

外
の

関
係

者
・関

係
機

関
と

の
連

携
・協

働
の

在
り

方
や

重
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。

地
域

と
の

連
携

・協
働

に
よ

る
学

校
教

育
活

動
の

意
義

及
び

方
法

を
理

解
し

て
い

る
。

学
校

の
管

理
下

で
起

こ
る

事
件

、
事

故
及

び
災

害
の

実
情

を
踏

ま
え

て
、

学
校

保
健

安
全

法
に

基
づ

く
、

危
機

管
理

を
含

む
学

校
安

全
の

目
的

と
具

体
的

な
取

組
を

理
解

す
る

。

学
校

と
地

域
と

の
連

携
の

意
義

や
地

域
と

の
協

働
の

仕
方

に
つ

い
て

、
取

り
組

み
事

例
を

踏
ま

え
て

理
解

す
る

。

地
域

と
の

連
携

を
基

と
す

る
開

か
れ

た
学

校
づ

く
り

が
進

め
ら

れ
て

き
た

経
緯

を
理

解
し

て
い

る
。

(２
)

（
３

）

教
育

制
度

を
め

ぐ
る

諸
課

題
に

つ
い

て
例

示
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

公
教

育
の

目
的

を
実

現
す

る
た

め
の

学
校

経
営

の
望

む
べ

き
姿

を
理

解
し

て
い

る
。

（
１

－
１

）
（
１

－
２

）
（
１

－
３

）
教

育
に

関
す

る
社

会
的

、
制

度
的

又
は

経
営

的
事

項
（
学

校
と

地
域

と
の

連
携

及
び

学
校

安
全

へ
の

対
応

を
含

む
。

）

教
育

に
関

す
る

社
会

的
、

制
度

的
又

は
経

営
的

事
項

（学
校

と
地

域
と

の
連

携
及

び
学

校
安

全
へ

の
対

応
を

含
む

。
）

社
会

の
状

況
を

理
解

し
、

そ
の

変
化

が
学

校
教

育
に

も
た

ら
す

影
響

と
そ

こ
か

ら
生

じ
る

課
題

、
並

び
に

そ
れ

に
対

応
す

る
た

め
の

教
育

政
策

の
動

向
を

理
解

す
る

。

現
代

公
教

育
制

度
の

意
義

・原
理

・構
造

に
つ

い
て

、
そ

の
法

的
・制

度
的

仕
組

み
に

関
す

る
基

礎
的

知
識

を
身

に
付

け
る

と
と

も
に

、
そ

こ
に

内
在

す
る

課
題

を
理

解
す

る
。

現
代

の
学

校
教

育
に

関
す

る
社

会
的

、
制

度
的

又
は

経
営

的
事

項
の

い
ず

れ
か

に
つ

い
て

、
基

礎
的

な
知

識
を

身
に

付
け

る
と

と
も

に
、

そ
れ

ら
に

関
連

す
る

課
題

を
理

解
す

る
。

な
お

、
学

校
と

地
域

と
の

連
携

に
関

す
る

理
解

及
び

学
校

安
全

へ
の

対
応

に
関

す
る

基
礎

的
知

識
も

身
に

付
け

る
。

*(
1-

1)
,(
1-

2)
,(
1-

3)
は

い
ず

れ
か

を
習

得
し

、
そ

こ
に

記
載

さ
れ

て
い

る
一

般
目

標
と

到
達

目
標

に
沿

っ
て

シ
ラ

バ
ス

を
編

成
す

る
。

な
お

、
こ

の
３

つ
の

う
ち

、
２

つ
以

上
を

含
ん

で
シ

ラ
バ

ス
を

編
成

す
る

場
合

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
１

）か
ら

３
）
ま

で
を

含
む

こ
と

。

学 校 運 営 と 制 度

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

学
校

を
巡

る
近

年
の

様
々

な
状

況
の

変
化

を
理

解
し

て
い

る
。
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
１

）
２

）
３

）

第
1
回

○

（
１

）
幼

児
、

児
童

及
び

生
徒

の
心

身
の

発
達

の
過

程
第

2
回

○

一
般

目
標

：
幼

児
、

児
童

及
び

生
徒

の
心

身
の

発
達

の
過

程
及

び
特

徴
を

理
解

す
る

。
第

3
回

○

第
4
回

○

到
達

目
標

：
１

）
第

5
回

○

第
6
回

○

２
）

第
7
回

○

第
8
回

○

第
9
回

○

（
２

）
幼

児
、

児
童

及
び

生
徒

の
学

習
の

過
程

第
1
0
回

○

一
般

目
標

：
第

1
1
回

○

第
1
2
回

○

到
達

目
標

：
１

）
第

1
3
回

２
）

第
1
4
回

(p
.1

2
9
-
1
3
0
)
第

1
5
回

３
）

幼
児

、
児

童
及

び
生

徒
の

学
習

に
関

す
る

基
礎

的
知

識
を

身
に

付
け

、
発

達
を

踏
ま

え
た

学
習

を
支

え
る

指
導

に
つ

い
て

基
礎

的
な

考
え

方
を

理
解

す
る

。

様
々

な
学

習
の

形
態

や
概

念
及

び
そ

の
過

程
を

説
明

す
る

代
表

的
理

論
の

基
礎

を
理

解
し

て
い

る
。

主
体

的
学

習
を

支
え

る
動

機
づ

け
・
集

団
づ

く
り

・
学

習
評

価
の

在
り

方
に

つ
い

て
、

発
達

の
特

徴
と

関
連

付
け

て
理

解
し

て
い

る
。

幼
児

、
児

童
及

び
生

徒
の

心
身

の
発

達
を

踏
ま

え
、

主
体

的
な

学
習

活
動

を
支

え
る

指
導

の
基

礎
と

な
る

考
え

方
を

理
解

し
て

い
る

。

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

幼
児

、
児

童
及

び
生

徒
の

心
身

の
発

達
及

び
学

習
の

過
程

幼
児

、
児

童
及

び
生

徒
の

心
身

の
発

達
及

び
学

習
の

過
程

（
１

）
（
２

）

幼
児

、
児

童
及

び
生

徒
の

心
身

の
発

達
及

び
学

習
の

過
程

に
つ

い
て

、
基

礎
的

な
知

識
を

身
に

つ
け

、
各

発
達

段
階

に
お

け
る

心
理

的
特

性
を

踏
ま

え
た

学
習

活
動

を
支

え
る

指
導

の
基

礎
と

な
る

考
え

方
を

理
解

す
る

。

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

幼
児

、
児

童
及

び
生

徒
の

心
身

の
発

達
に

対
す

る
外

的
及

び
内

的
要

因
の

相
互

作
用

、
発

達
に

関
す

る
代

表
的

理
論

を
踏

ま
え

、
発

達
の

概
念

及
び

教
育

に
お

け
る

発
達

理
解

の
意

義
を

理
解

し
て

い
る

。

乳
幼

児
期

か
ら

青
年

期
の

各
時

期
に

お
け

る
運

動
発

達
・
言

語
発

達
・
認

知
発

達
・
社

会
性

の
発

達
に

つ
い

て
、

そ
の

具
体

的
な

内
容

を
理

解
し

て
い

る
。

教 育 心 理 学
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

（
３

）

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
３

）
１

）
２

）
３

）
４

）
１

）

第
1
回

○

（
１

）
特

別
の

支
援

を
必

要
と

す
る

幼
児

、
児

童
及

び
生

徒
の

理
解

第
2
回

○

一
般

目
標

：
特

別
の

支
援

を
必

要
と

す
る

幼
児

、
児

童
及

び
生

徒
の

障
害

の
特

性
及

び
心

身
の

発
達

を
理

解
す

る
。

第
3
回

○

第
4
回

○

到
達

目
標

：
１

）
第

5
回

○

２
）

第
6
回

○
○

○

第
7
回

○
○

○

３
）

第
8
回

○
○

第
9
回

○

第
1
0
回

○
○

（
２

）
特

別
の

支
援

を
必

要
と

す
る

幼
児

、
児

童
及

び
生

徒
の

教
育

課
程

及
び

支
援

の
方

法
第

1
1
回

○
○

一
般

目
標

：
特

別
の

支
援

を
必

要
と

す
る

幼
児

、
児

童
及

び
生

徒
に

対
す

る
教

育
課

程
や

支
援

の
方

法
を

理
解

す
る

。
第

1
2
回

○
○

第
1
3
回

○
○

到
達

目
標

：
１

）
第

1
4
回

○
○

(p
.1

3
1
-
1
3
3
)
第

1
5
回

○
○

２
）

３
）

４
）

（
３

）
障

害
は

な
い

が
特

別
の

教
育

的
ニ

ー
ズ

の
あ

る
幼

児
、

児
童

及
び

生
徒

の
把

握
や

支
援

一
般

目
標

：

到
達

目
標

：
１

）

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

特 別 支 援 教 育 概 論

特
別

支
援

教
育

に
関

す
る

教
育

課
程

の
枠

組
み

を
踏

ま
え

、
個

別
の

指
導

計
画

及
び

個
別

の
教

育
支

援
計

画
を

作
成

す
る

意
義

と
方

法
を

理
解

し
て

い
る

。

特
別

支
援

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

、
関

係
機

関
・
家

庭
と

連
携

し
な

が
ら

支
援

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
の

必
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。

母
国

語
や

貧
困

の
問

題
等

に
よ

り
特

別
の

教
育

的
ニ

ー
ズ

の
あ

る
幼

児
、

児
童

及
び

生
徒

の
学

習
上

又
は

生
活

上
の

困
難

や
組

織
的

な
対

応
の

必
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

特
別

の
支

援
を

必
要

と
す

る
幼

児
、

児
童

及
び

生
徒

に
対

す
る

理
解

特
別

の
支

援
を

必
要

と
す

る
幼

児
、

児
童

及
び

生
徒

に
対

す
る

理
解

（
１

）
（
２

）

障
害

は
な

い
が

特
別

の
教

育
的

ニ
ー

ズ
の

あ
る

幼
児

、
児

童
及

び
生

徒
の

学
習

上
又

は
生

活
上

の
困

難
と

そ
の

対
応

を
理

解
す

る
。

通
常

の
学

級
に

も
在

籍
し

て
い

る
発

達
障

害
や

軽
度

知
的

障
害

を
は

じ
め

と
す

る
様

々
な

障
害

等
に

よ
り

特
別

の
支

援
を

必
要

と
す

る
幼

児
、

児
童

及
び

生
徒

が
授

業
に

お
い

て
学

習
活

動
に

参
加

し
て

い
る

実
感

・
達

成
感

を
も

ち
な

が
ら

学
び

、
生

き
る

力
を

身
に

付
け

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

幼
児

、
児

童
及

び
生

徒
の

学
習

上
又

は
生

活
上

の
困

難
を

理
解

し
、

個
別

の
教

育
的

ニ
ー

ズ
に

対
し

て
、

他
の

教
員

や
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

組
織

的
に

対
応

し
て

い
く
た

め
に

必
要

な
知

識
や

支
援

方
法

を
理

解
す

る
。

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
教

育
シ

ス
テ

ム
を

含
め

た
特

別
支

援
教

育
に

関
す

る
制

度
の

理
念

や
仕

組
み

を
理

解
し

て
い

る
。

「
通

級
に

よ
る

指
導

」
及

び
「
自

立
活

動
」
の

教
育

課
程

上
の

位
置

付
け

と
内

容
を

理
解

し
て

い
る

。

発
達

障
害

や
軽

度
知

的
障

害
を

は
じ

め
と

す
る

特
別

の
支

援
を

必
要

と
す

る
幼

児
、

児
童

及
び

生
徒

の
心

身
の

発
達

、
心

理
的

特
性

及
び

学
習

の
過

程
を

理
解

し
て

い
る

。

視
覚

障
害

・
聴

覚
障

害
・
知

的
障

害
・
肢

体
不

自
由

・
病

弱
等

を
含

む
様

々
な

障
害

の
あ

る
幼

児
、

児
童

及
び

生
徒

の
学

習
上

又
は

生
活

上
の

困
難

に
つ

い
て

基
礎

的
な

知
識

を
身

に
付

け
て

い
る

。

発
達

障
害

や
軽

度
知

的
障

害
を

は
じ

め
と

す
る

特
別

の
支

援
を

必
要

と
す

る
幼

児
、

児
童

及
び

生
徒

に
対

す
る

支
援

の
方

法
に

つ
い

て
例

示
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
３

）
１

）
２

）
３

）
１

）
２

）

第
1
回

○
○

（
１

）
教

育
課

程
の

意
義

第
2
回

○
○

一
般

目
標

：
学

校
教

育
に

お
い

て
教

育
課

程
が

有
す

る
役

割
・
機

能
・
意

義
を

理
解

す
る

。
第

3
回

○
○

○
○

第
4
回

○
○

○

到
達

目
標

：
１

）
第

5
回

○
○

○

２
）

第
6
回

○
○

○

３
）

第
7
回

○
○

○

第
8
回

○
○

（
２

）
教

育
課

程
の

編
成

の
方

法
第

9
回

○
○

一
般

目
標

：
教

育
課

程
編

成
の

基
本

原
理

及
び

学
校

の
教

育
実

践
に

即
し

た
教

育
課

程
編

成
の

方
法

を
理

解
す

る
。

第
1
0
回

○
○

第
1
1
回

○
○

○

到
達

目
標

：
１

）
第

1
2
回

○
○

２
）

第
1
3
回

○
○

○

３
）

第
1
4
回

○
○

○
(p

.1
34

-1
35

)
第

1
5
回

○
○

○
○

○

（
３

）
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

一
般

目
標

：

到
達

目
標

：
１

）

２
）

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

教
科

・
領

域
・
学

年
を

ま
た

い
で

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
把

握
し

、
学

校
教

育
課

程
全

体
を

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

す
る

こ
と

の
意

義
を

理
解

す
る

。

学
習

指
導

要
領

に
規

定
す

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

意
義

や
重

要
性

を
理

解
し

て
い

る
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

評
価

の
基

礎
的

な
考

え
方

を
理

解
し

て
い

る
。

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

学
習

指
導

要
領

・
幼

稚
園

教
育

要
領

の
性

格
及

び
位

置
付

け
並

び
に

教
育

課
程

編
成

の
目

的
を

理
解

し
て

い
る

。

学
習

指
導

要
領

・
幼

稚
園

教
育

要
領

の
改

訂
の

変
遷

及
び

主
な

改
訂

内
容

並
び

に
そ

の
社

会
的

背
景

を
理

解
し

て
い

る
。

教
育

課
程

が
社

会
に

お
い

て
果

た
し

て
い

る
役

割
や

機
能

を
理

解
し

て
い

る
。

教
育

課
程

編
成

の
基

本
原

理
を

理
解

し
て

い
る

。

教
科

・
領

域
を

横
断

し
て

教
育

内
容

を
選

択
・
配

列
す

る
方

法
を

例
示

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

単
元

・
学

期
・
学

年
を

ま
た

い
だ

長
期

的
な

視
野

か
ら

、
ま

た
幼

児
、

児
童

及
び

生
徒

や
学

校
・
地

域
の

実
態

を
踏

ま
え

て
教

育
課

程
や

指
導

計
画

を
検

討
す

る
こ

と
の

重
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。

教 育 課 程 ・ 保 育 計 画

教
育

課
程

の
意

義
及

び
編

成
の

方
法

（カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
含

む
。

）
教

育
課

程
の

意
義

及
び

編
成

の
方

法
（
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

含
む

。
）

（
１

）
（
２

）
（
３

）

学
習

指
導

要
領

を
基

準
と

し
て

各
学

校
に

お
い

て
編

成
さ

れ
る

教
育

課
程

に
つ

い
て

、
そ

の
意

義
や

編
成

の
方

法
を

理
解

す
る

と
と

も
に

、
各

学
校

の
実

情
に

合
わ

せ
て

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

行
う

こ
と

の
意

義
を

理
解

す
る

。
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
３

）
４

）
１

）
２

）
１

）
２

）

第
1
回

○

（
１

）
教

育
の

方
法

論
第

2
回

○

一
般

目
標

：
第

3
回

○
○

第
4
回

○
○

○

到
達

目
標

：
１

）
教

育
方

法
の

基
礎

的
理

論
と

実
践

を
理

解
し

て
い

る
。

第
5
回

○
○

○

２
）

第
6
回

○
○

○

第
7
回

○
○

○

３
）

学
級

・
児

童
及

び
生

徒
・
教

員
・
教

室
・
教

材
な

ど
授

業
・
保

育
を

構
成

す
る

基
礎

的
な

要
件

を
理

解
し

て
い

る
。

第
8
回

○
○

４
）

学
習

評
価

の
基

礎
的

な
考

え
方

を
理

解
し

て
い

る
。

第
9
回

○
○

※
幼

稚
園

教
諭

は
「
育

み
た

い
資

質
・
能

力
と

幼
児

理
解

に
基

づ
い

た
評

価
の

基
礎

的
な

考
え

方
を

理
解

し
て

い
る

。
」

第
1
0
回

○
○

第
1
1
回

○
○

（
２

）
教

育
の

技
術

第
1
2
回

○
○

一
般

目
標

：
教

育
の

目
的

に
適

し
た

指
導

技
術

を
理

解
し

、
身

に
付

け
る

。
第

1
3
回

○
○

○

第
1
4
回

○
○

○
○

到
達

目
標

：
１

）
話

法
・
板

書
な

ど
、

授
業

・
保

育
を

行
う

上
で

の
基

礎
的

な
技

術
を

身
に

付
け

て
い

る
。

(p
.1

3
6
-
1
3
7
)
第

1
5
回

○
○

２
）

（
３

）
情

報
機

器
及

び
教

材
の

活
用

一
般

目
標

：

到
達

目
標

：
１

）

２
）

子
供

た
ち

の
情

報
活

用
能

力
（
情

報
モ

ラ
ル

を
含

む
）
を

育
成

す
る

た
め

の
指

導
法

を
理

解
し

て
い

る
。

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

こ
れ

か
ら

の
社

会
を

担
う

子
供

た
ち

に
求

め
ら

れ
る

資
質

・
能

力
を

育
成

す
る

た
め

に
必

要
な

教
育

の
方

法
を

理
解

す
る

。

こ
れ

か
ら

の
社

会
を

担
う

子
供

た
ち

に
求

め
ら

れ
る

資
質

・
能

力
を

育
成

す
る

た
め

の
教

育
方

法
の

在
り

方
（
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
の

実
現

な
ど

）
を

理
解

し
て

い
る

。

基
礎

的
な

学
習

指
導

理
論

を
踏

ま
え

て
、

目
標

・
内

容
、

教
材

・
教

具
、

授
業

・
保

育
展

開
、

学
習

形
態

、
評

価
規

準
等

の
視

点
を

含
め

た
学

習
指

導
案

を
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

情
報

機
器

を
活

用
し

た
効

果
的

な
授

業
や

情
報

活
用

能
力

の
育

成
を

視
野

に
入

れ
た

適
切

な
教

材
の

作
成

・
活

用
に

関
す

る
基

礎
的

な
能

力
を

身
に

付
け

る
。

子
供

た
ち

の
興

味
・
関

心
を

高
め

た
り

課
題

を
明

確
に

つ
か

ま
せ

た
り

学
習

内
容

を
的

確
に

ま
と

め
さ

せ
た

り
す

る
た

め
に

、
情

報
機

器
を

活
用

し
て

効
果

的
に

教
材

等
を

作
成

・
提

示
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

※
幼

稚
園

教
諭

は
「
子

供
た

ち
の

興
味

・
関

心
を

高
め

た
り

学
習

内
容

を
ふ

り
か

え
っ

た
り

す
る

た
め

に
、

幼
児

の
体

験
と

の
関

連
を

考
慮

し
な

が
ら

情
報

機
器

を
活

用
し

て
効

果
的

に
教

材
等

を
作

成
・
提

示
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

」

教 育 方 法 論

教
育

の
方

法
及

び
技

術
（情

報
機

器
及

び
教

材
の

活
用

を
含

む
。

）

教
育

の
方

法
及

び
技

術
（
情

報
機

器
及

び
教

材
の

活
用

を
含

む
。

）

（
１

）
（
２

）
（
３

）

教
育

の
方

法
及

び
技

術
（
情

報
機

器
及

び
教

材
の

活
用

を
含

む
。

）
で

は
、

こ
れ

か
ら

の
社

会
を

担
う

子
供

た
ち

に
求

め
ら

れ
る

資
質

・
能

力
を

育
成

す
る

た
め

に
必

要
な

、
教

育
の

方
法

、
教

育
の

技
術

、
情

報
機

器
及

び
教

材
の

活
用

に
関

す
る

基
礎

的
な

知
識

・
技

能
を

身
に

付
け

る
。
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
３

）
１

）
２

）
３

）
４

）

第
1
回

○
○

（
１

）
幼

児
理

解
の

意
義

と
原

理
第

2
回

○
○

○
○

○
○

一
般

目
標

：
幼

児
理

解
に

つ
い

て
の

知
識

を
身

に
付

け
、

考
え

方
や

基
礎

的
態

度
を

理
解

す
る

。
 

第
3
回

○
○

○
○

○

第
4
回

○
○

○
○

○

到
達

目
標

：
１

）
幼

児
理

解
の

意
義

を
理

解
し

て
い

る
。

第
5
回

○
○

２
）

幼
児

理
解

か
ら

発
達

や
学

び
を

捉
え

る
原

理
を

理
解

し
て

い
る

。
第

6
回

○
○

○

３
）

幼
児

理
解

を
深

め
る

た
め

の
教

師
の

基
礎

的
な

態
度

を
理

解
し

て
い

る
。

第
7
回

○
○

第
8
回

第
9
回

（
２

）
幼

児
理

解
の

方
法

第
1
0
回

一
般

目
標

：
幼

児
理

解
の

方
法

を
具

体
的

に
理

解
す

る
。

第
1
1
回

第
1
2
回

到
達

目
標

：
１

）
観

察
と

記
録

の
意

義
や

目
的

・
目

的
に

応
じ

た
観

察
法

等
の

基
礎

的
な

事
柄

を
例

示
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

第
1
3
回

２
）

個
と

集
団

の
関

係
を

捉
え

る
意

義
や

方
法

を
理

解
し

て
い

る
。

第
1
4
回

３
）

幼
児

の
つ

ま
ず

き
を

周
り

の
幼

児
と

の
関

係
や

そ
の

他
の

背
景

か
ら

理
解

し
て

い
る

。
(p

.1
38

-1
39

)
第

1
5
回

４
）

保
護

者
の

心
情

と
基

礎
的

な
対

応
の

方
法

を
理

解
し

て
い

る
。

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

幼
児

理
解

の
理

論
及

び
方

法

幼
児

理
解

の
理

論
及

び
方

法

（
１

）
（
２

）

幼
児

理
解

は
、

幼
稚

園
教

育
の

あ
ら

ゆ
る

営
み

の
基

本
と

な
る

も
の

で
あ

る
。

幼
稚

園
に

お
け

る
幼

児
の

生
活

や
遊

び
の

実
態

に
即

し
て

、
幼

児
の

発
達

や
学

び
及

び
そ

の
過

程
で

生
じ

る
つ

ま
ず

き
、

そ
の

要
因

を
把

握
す

る
た

め
の

原
理

や
対

応
の

方
法

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

幼 児 の 理 解 と 教 育 相 談
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
１

）
２

）
３

）
１

）
２

）
３

）
４

）

第
1
回

（
１

）
教

育
相

談
の

意
義

と
理

論
第

2
回

○
○

一
般

目
標

：
学

校
に

お
け

る
教

育
相

談
の

意
義

と
理

論
を

理
解

す
る

。
第

3
回

○

第
4
回

○

到
達

目
標

：
１

）
学

校
に

お
け

る
教

育
相

談
の

意
義

と
課

題
を

理
解

し
て

い
る

。
第

5
回

○
○

○

２
）

教
育

相
談

に
関

わ
る

心
理

学
の

基
礎

的
な

理
論

・
概

念
を

理
解

し
て

い
る

。
第

6
回

○
○

○
○

第
7
回

○
○

○
○

○

（
２

）
教

育
相

談
の

方
法

第
8
回

○

一
般

目
標

：
教

育
相

談
を

進
め

る
際

に
必

要
な

基
礎

的
知

識
（
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

に
関

す
る

基
礎

的
事

柄
を

含
む

）
を

理
解

す
る

。
第

9
回

○

第
1
0
回

○
○

○
○

到
達

目
標

：
１

）
第

1
1
回

○
○

○

第
1
2
回

○
○

○

２
）

学
校

教
育

に
お

け
る

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
マ

イ
ン

ド
の

必
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。
第

1
3
回

○
○

３
）

受
容

・
傾

聴
・
共

感
的

理
解

等
の

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
の

基
礎

的
な

姿
勢

や
技

法
を

理
解

し
て

い
る

。
第

1
4
回

○
○

○
(p

.1
38

-1
3
9
)
第

1
5
回

○

（
３

）
教

育
相

談
の

展
開

一
般

目
標

：
教

育
相

談
の

具
体

的
な

進
め

方
や

そ
の

ポ
イ

ン
ト

、
組

織
的

な
取

組
み

や
連

携
の

必
要

性
を

理
解

す
る

。

到
達

目
標

：
１

）

２
）

３
）

教
育

相
談

の
計

画
の

作
成

や
必

要
な

校
内

体
制

の
整

備
な

ど
、

組
織

的
な

取
組

み
の

必
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。

４
）

地
域

の
医

療
・
福

祉
・
心

理
等

の
専

門
機

関
と

の
連

携
の

意
義

や
必

要
性

を
理

解
し

て
い

る
。

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

教
育

相
談

（カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
に

関
す

る
基

礎
的

な
知

識
を

含
む

。
）の

理
論

及
び

方
法

教
育

相
談

（
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

に
関

す
る

基
礎

的
な

知
識

を
含

む
。

）
の

理
論

及
び

方
法

幼
児

、
児

童
及

び
生

徒
の

不
適

応
や

問
題

行
動

の
意

味
並

び
に

幼
児

、
児

童
及

び
生

徒
の

発
す

る
シ

グ
ナ

ル
に

気
づ

き
把

握
す

る
方

法
を

理
解

し
て

い
る

。

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

い
じ

め
、

不
登

校
・
不

登
園

、
虐

待
、

非
行

等
の

課
題

に
対

す
る

、
幼

児
、

児
童

及
び

生
徒

の
発

達
段

階
や

発
達

課
題

に
応

じ
た

教
育

相
談

の
進

め
方

を
理

解
し

て
い

る
。

（
１

）
（
２

）
（
３

）

教
育

相
談

は
、

幼
児

、
児

童
及

び
生

徒
が

自
己

理
解

を
深

め
た

り
好

ま
し

い
人

間
関

係
を

築
い

た
り

し
な

が
ら

、
集

団
の

中
で

適
応

的
に

生
活

す
る

力
を

育
み

、
個

性
の

伸
長

や
人

格
の

成
長

を
支

援
す

る
教

育
活

動
で

あ
る

。
幼

児
、

児
童

及
び

生
徒

の
発

達
の

状
況

に
即

し
つ

つ
、

個
々

の
心

理
的

特
質

や
教

育
的

課
題

を
適

切
に

捉
え

、
支

援
す

る
た

め
に

必
要

な
基

礎
的

知
識

（
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
意

義
、

理
論

や
技

法
に

関
す

る
基

礎
的

知
識

を
含

む
）
を

身
に

付
け

る
。

職
種

や
校

務
分

掌
に

応
じ

て
、

幼
児

、
児

童
及

び
生

徒
並

び
に

保
護

者
に

対
す

る
教

育
相

談
を

行
う

際
の

目
標

の
立

て
方

や
進

め
方

を
例

示
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

幼 児 の 理 解 と 教 育 相 談
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
３

）
１

）
２

）
３

）
１

）
２

）

第
1
回

○
○

（
１

）
教

育
課

程
の

意
義

第
2
回

○
○

○

一
般

目
標

：
学

校
教

育
に

お
い

て
教

育
課

程
が

有
す

る
役

割
・
機

能
・
意

義
を

理
解

す
る

。
第

3
回

○

第
4
回

○

到
達

目
標

：
１

）
第

5
回

○

２
）

第
6
回

○
○

３
）

第
7
回

○

第
8
回

○

（
２

）
教

育
課

程
の

編
成

の
方

法
第

9
回

○

一
般

目
標

：
教

育
課

程
編

成
の

基
本

原
理

及
び

学
校

の
教

育
実

践
に

即
し

た
教

育
課

程
編

成
の

方
法

を
理

解
す

る
。

第
1
0
回

○
○

○

第
1
1
回

○
○

○

到
達

目
標

：
１

）
第

1
2
回

○
○

○
○

２
）

第
1
3
回

○
○

○

３
）

第
1
4
回

○
○

○
○

(p
.1

42
-1

43
)
第

1
5
回

○
○

○

（
３

）
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

一
般

目
標

：

到
達

目
標

：
１

）

２
）

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

教
科

・
領

域
・
学

年
を

ま
た

い
で

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
把

握
し

、
学

校
教

育
課

程
全

体
を

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

す
る

こ
と

の
意

義
を

理
解

す
る

。

学
習

指
導

要
領

に
規

定
す

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

意
義

や
重

要
性

を
理

解
し

て
い

る
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

評
価

の
基

礎
的

な
考

え
方

を
理

解
し

て
い

る
。

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

教 育 課 程 論 （ カ リ キ ュ ラ ム ・ マ ネ

ジ メ ン ト 含 む ）

学
習

指
導

要
領

・
幼

稚
園

教
育

要
領

の
性

格
及

び
位

置
付

け
並

び
に

教
育

課
程

編
成

の
目

的
を

理
解

し
て

い
る

。

学
習

指
導

要
領

・
幼

稚
園

教
育

要
領

の
改

訂
の

変
遷

及
び

主
な

改
訂

内
容

並
び

に
そ

の
社

会
的

背
景

を
理

解
し

て
い

る
。

教
育

課
程

が
社

会
に

お
い

て
果

た
し

て
い

る
役

割
や

機
能

を
理

解
し

て
い

る
。

教
育

課
程

編
成

の
基

本
原

理
を

理
解

し
て

い
る

。

教
科

・
領

域
を

横
断

し
て

教
育

内
容

を
選

択
・
配

列
す

る
方

法
を

例
示

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

単
元

・
学

期
・
学

年
を

ま
た

い
だ

長
期

的
な

視
野

か
ら

、
ま

た
幼

児
、

児
童

及
び

生
徒

や
学

校
・
地

域
の

実
態

を
踏

ま
え

て
教

育
課

程
や

指
導

計
画

を
検

討
す

る
こ

と
の

重
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。

教
育

課
程

の
意

義
及

び
編

成
の

方
法

（カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
含

む
。

）
教

育
課

程
の

意
義

及
び

編
成

の
方

法
（
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

含
む

。
）

（
１

）
（
２

）
（
３

）

学
習

指
導

要
領

を
基

準
と

し
て

各
学

校
に

お
い

て
編

成
さ

れ
る

教
育

課
程

に
つ

い
て

、
そ

の
意

義
や

編
成

の
方

法
を

理
解

す
る

と
と

も
に

、
各

学
校

の
実

情
に

合
わ

せ
て

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

行
う

こ
と

の
意

義
を

理
解

す
る

。
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
３

）
４

）
１

）
２

）
３

）
４

）
５

）
６

）

第
1回

○

第
2回

○

第
3回

○

第
4回

○

（１
）道

徳
の

理
論

第
5回

○

一
般

目
標

：
道

徳
の

意
義

や
原

理
等

を
踏

ま
え

、
学

校
に

お
け

る
道

徳
教

育
の

目
標

や
内

容
を

理
解

す
る

。
第

6回
○

第
7回

○

到
達

目
標

：
１

）
道

徳
の

本
質

（
道

徳
と

は
何

か
）を

説
明

で
き

る
。

第
8回

○

２
）

道
徳

教
育

の
歴

史
や

現
代

社
会

に
お

け
る

道
徳

教
育

の
課

題
（
い

じ
め

・情
報

モ
ラ

ル
等

）を
理

解
し

て
い

る
。

第
9回

○
○

３
）

子
供

の
心

の
成

長
と

道
徳

性
の

発
達

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
る

。
第

10
回

○

４
）

学
習

指
導

要
領

に
示

さ
れ

た
道

徳
教

育
及

び
道

徳
科

の
目

標
及

び
主

な
内

容
を

理
解

し
て

い
る

。
第

11
回

○

第
12

回
○

（２
）道

徳
の

指
導

法
第

13
回

○

一
般

目
標

：
第

14
回

○
(p

.1
44

-1
45

)
第

15
回

○

到
達

目
標

：
１

）
学

校
に

お
け

る
道

徳
教

育
の

指
導

計
画

や
教

育
活

動
全

体
を

通
じ

た
指

導
の

必
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。

２
）

道
徳

科
の

特
質

を
生

か
し

た
多

様
な

指
導

方
法

の
特

徴
を

理
解

し
て

い
る

。

３
）

道
徳

科
に

お
け

る
教

材
の

特
徴

を
踏

ま
え

て
、

授
業

設
計

に
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

４
）

授
業

の
ね

ら
い

や
指

導
過

程
を

明
確

に
し

て
、

道
徳

科
の

学
習

指
導

案
を

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

５
）

道
徳

科
の

特
性

を
踏

ま
え

た
学

習
評

価
の

在
り

方
を

理
解

し
て

い
る

。

６
）

模
擬

授
業

の
実

施
と

そ
の

振
り

返
り

を
通

し
て

、
授

業
改

善
の

視
点

を
身

に
付

け
て

い
る

。

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

道
徳

の
理

論
及

び
指

導
法

道
徳

の
理

論
及

び
指

導
法

（１
）

（２
）

道
徳

教
育

は
、

教
育

基
本

法
及

び
学

校
教

育
法

に
定

め
ら

れ
た

教
育

の
根

本
精

神
を

踏
ま

え
、

自
己

の
生

き
方

や
人

間
と

し
て

の
生

き
方

を
考

え
、

主
体

的
な

判
断

の
下

に
行

動
し

、
自

立
し

た
人

間
と

し
て

他
者

と
共

に
よ

り
よ

く
生

き
る

た
め

の
基

盤
と

な
る

道
徳

性
を

育
成

す
る

教
育

活
動

で
あ

る
。

道
徳

の
意

義
や

原
理

等
を

踏
ま

え
、

学
校

の
教

育
活

動
全

体
を

通
じ

て
行

う
道

徳
教

育
及

び
そ

の
要

と
な

る
道

徳
科

の
目

標
や

内
容

、
指

導
計

画
等

を
理

解
す

る
と

と
も

に
、

教
材

研
究

や
学

習
指

導
案

の
作

成
、

模
擬

授
業

等
を

通
し

て
、

実
践

的
な

指
導

力
を

身
に

付
け

る
。

*養
護

教
諭

及
び

栄
養

教
諭

の
教

職
課

程
に

お
い

て
「道

徳
、

総
合

的
な

学
習

の
時

間
及

び
特

別
活

動
に

関
す

る
内

容
」を

開
設

す
る

場
合

は
、

（１
）を

習
得

し
、

そ
こ

に
記

載
さ

れ
て

い
る

一
般

目
標

と
到

達
目

標
に

沿
っ

て
シ

ラ
バ

ス
を

編
成

す
る

。
な

お
、

そ
の

場
合

は
学

習
指

導
要

領
の

内
容

を
包

括
的

に
含

む
こ

と
。

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

道 徳 教 育 の 理 論 と 方 法

学
校

の
教

育
活

動
全

体
を

通
じ

て
行

う
道

徳
教

育
及

び
そ

の
要

と
な

る
道

徳
科

に
お

け
る

指
導

計
画

や
指

導
方

法
を

理
解

す
る

。
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
１

）
２

）
１

）
２

）

第
１

回
○

第
２

回
○

第
３

回
○

第
４

回
○

（１
）総

合
的

な
学

習
の

時
間

の
意

義
と

原
理

第
５

回
○

○

一
般

目
標

：
総

合
的

な
学

習
の

時
間

の
意

義
や

、
各

学
校

に
お

い
て

目
標

及
び

内
容

を
定

め
る

際
の

考
え

方
を

理
解

す
る

。
第

６
回

○

第
７

回
○

到
達

目
標

：
１

）
第

８
回

○

第
９

回
○

○

２
）

第
１

０
回

○
○

第
１

１
回

○
○

第
１

２
回

○
○

（2
）総

合
的

な
学

習
の

時
間

の
指

導
計

画
の

作
成

第
１

３
回

○

一
般

目
標

：
第

１
４

回
○

(p
.1

4
6
-
1
4
7
)
第

１
５

回
○

○
○

○
○

○

到
達

目
標

：
１

）

２
）

（３
）総

合
的

な
学

習
の

時
間

の
指

導
と

評
価

一
般

目
標

：
総

合
的

な
学

習
の

時
間

の
指

導
と

評
価

の
考

え
方

お
よ

び
実

践
上

の
留

意
点

を
理

解
す

る
。

到
達

目
標

：
１

）
探

究
的

な
学

習
の

過
程

及
び

そ
れ

を
実

現
す

る
た

め
の

具
体

的
な

手
立

て
を

理
解

し
て

い
る

。

２
）

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

*養
護

教
諭

及
び

栄
養

教
諭

の
教

職
課

程
に

お
い

て
「道

徳
、

総
合

的
な

学
習

の
時

間
及

び
特

別
活

動
に

関
す

る
内

容
」を

開
設

す
る

場
合

は
、

（１
）（

２
）を

習
得

し
、

そ
こ

に
記

載
さ

れ
て

い
る

一
般

目
標

と
到

達
目

標
に

沿
っ

て
シ

ラ
バ

ス
を

編
成

す
る

。
な

お
、

そ
の

場
合

は
学

習
指

導
要

領
の

内
容

を
包

括
的

に
含

む
こ

と
。

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

総 合 的 な 学 習 の 時 間

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

意
義

と
教

育
課

程
に

お
い

て
果

た
す

役
割

に
つ

い
て

、
教

科
を

越
え

て
必

要
と

な
る

資
質

・
能

力
の

育
成

の
視

点
か

ら
理

解
し

て
い

る
。

学
習

指
導

要
領

に
お

け
る

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

目
標

並
び

に
各

学
校

に
お

い
て

目
標

及
び

内
容

を
定

め
る

際
の

考
え

方
や

留
意

点
を

理
解

し
て

い
る

。

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

指
導

計
画

作
成

の
考

え
方

を
理

解
し

、
そ

の
実

現
の

た
め

に
必

要
な

基
礎

的
な

能
力

を
身

に
付

け
る

。

各
教

科
等

と
の

関
連

性
を

図
り

な
が

ら
総

合
的

な
学

習
の

時
間

の
年

間
指

導
計

画
を

作
成

す
る

こ
と

の
重

要
性

と
、

そ
の

具
体

的
な

事
例

を
理

解
し

て
い

る
。

主
体

的
・対

話
的

で
深

い
学

び
を

実
現

す
る

よ
う

な
、

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

単
元

計
画

を
作

成
す

る
こ

と
の

重
要

性
と

そ
の

具
体

的
な

事
例

を
理

解
し

て
い

る
。

総
合

的
な

学
習

の
時

間
に

お
け

る
児

童
及

び
生

徒
の

学
習

状
況

に
関

す
る

評
価

の
方

法
及

び
そ

の
留

意
点

を
理

解
し

て
い

る
。

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

指
導

法

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

指
導

法

（１
）

（２
）

（３
）

総
合

的
な

学
習

の
時

間
は

、
探

究
的

な
見

方
・考

え
方

を
働

か
せ

、
横

断
的

・総
合

的
な

学
習

を
行

う
こ

と
を

通
し

て
、

よ
り

よ
く
課

題
を

解
決

し
、

自
己

の
生

き
方

を
考

え
て

い
く
た

め
の

資
質

・能
力

の
育

成
を

目
指

す
。

各
教

科
等

で
育

ま
れ

る
見

方
・考

え
方

を
総

合
的

に
活

用
し

て
、

広
範

な
事

象
を

多
様

な
角

度
か

ら
俯

瞰
し

て
捉

え
、

実
社

会
・実

生
活

の
課

題
を

探
究

す
る

学
び

を
実

現
す

る
た

め
に

、
指

導
計

画
の

作
成

お
よ

び
具

体
的

な
指

導
の

仕
方

、
並

び
に

学
習

活
動

の
評

価
に

関
す

る
知

識
・技

能
を

身
に

付
け

る
。
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
３

）
４

）
１

）
２

）
３

）
４

）

第
1回

○

第
2回

○

第
3回

○

第
4回

○

（１
）特

別
活

動
の

意
義

、
目

標
及

び
内

容
第

5回
○

一
般

目
標

：
特

別
活

動
の

意
義

、
目

標
及

び
内

容
を

理
解

す
る

。
第

6回
○

○
○

第
7回

○
○

○

到
達

目
標

：
１

）
学

習
指

導
要

領
に

お
け

る
特

別
活

動
の

目
標

及
び

主
な

内
容

を
理

解
し

て
い

る
。

第
8回

○
○

２
）

教
育

課
程

に
お

け
る

特
別

活
動

の
位

置
付

け
と

各
教

科
等

と
の

関
連

を
理

解
し

て
い

る
。

第
9回

○
○

○

３
）

学
級

活
動

・ホ
ー

ム
ル

ー
ム

活
動

の
特

質
を

理
解

し
て

い
る

。
第

10
回

○
○

○

４
）

児
童

会
・生

徒
会

活
動

、
ク

ラ
ブ

活
動

、
学

校
行

事
の

特
質

を
理

解
し

て
い

る
。

第
11

回
○

○
○

第
12

回
○

○
○

（２
）特

別
活

動
の

指
導

法
第

13
回

○
○

○

一
般

目
標

：
特

別
活

動
の

指
導

の
在

り
方

を
理

解
す

る
。

第
14

回
○

○
○

(p
.1

48
-
1
4
9
)
第

15
回

○
○

○

到
達

目
標

：
１

）
教

育
課

程
全

体
で

取
り

組
む

特
別

活
動

の
指

導
の

在
り

方
を

理
解

し
て

い
る

。

２
）

特
別

活
動

に
お

け
る

取
組

の
評

価
・
改

善
活

動
の

重
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。

３
）

４
）

特
別

活
動

に
お

け
る

家
庭

・
地

域
住

民
や

関
係

機
関

と
の

連
携

の
在

り
方

を
理

解
し

て
い

る
。

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

特
別

活
動

の
指

導
法

特
別

活
動

の
指

導
法

（１
）

（２
）

特
別

活
動

は
、

学
校

に
お

け
る

様
々

な
構

成
の

集
団

で
の

活
動

を
通

し
て

、
課

題
の

発
見

や
解

決
を

行
い

、
よ

り
よ

い
集

団
や

学
校

生
活

を
目

指
し

て
様

々
に

行
わ

れ
る

活
動

の
総

体
で

あ
る

。
学

校
教

育
全

体
に

お
け

る
特

別
活

動
の

意
義

を
理

解
し

、
「人

間
関

係
形

成
」・

「社
会

参
画

」・
「自

己
実

現
」の

三
つ

の
視

点
や

「チ
ー

ム
と

し
て

の
学

校
」
の

視
点

を
持

つ
と

と
も

に
、

学
年

の
違

い
に

よ
る

活
動

の
変

化
、

各
教

科
等

と
の

往
還

的
な

関
連

、
地

域
住

民
や

他
校

の
教

職
員

と
連

携
し

た
組

織
的

な
対

応
等

の
特

別
活

動
の

特
質

を
踏

ま
え

た
指

導
に

必
要

な
知

識
や

素
養

を
身

に
付

け
る

。

*養
護

教
諭

及
び

栄
養

教
諭

の
教

職
課

程
に

お
い

て
「道

徳
、

総
合

的
な

学
習

の
時

間
及

び
特

別
活

動
に

関
す

る
内

容
」を

単
独

の
科

目
と

し
て

開
設

す
る

場
合

は
、

（１
）を

習
得

し
、

そ
こ

に
記

載
さ

れ
て

い
る

一
般

目
標

と
到

達
目

標
に

沿
っ

て
シ

ラ
バ

ス
を

編
成

す
る

。
な

お
、

そ
の

場
合

は
学

習
指

導
要

領
の

内
容

を
包

括
的

に
含

む
こ

と
。

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

特 別 活 動 指 導 論

合
意

形
成

に
向

け
た

話
合

い
活

動
、

意
思

決
定

に
つ

な
が

る
指

導
及

び
集

団
活

動
の

意
義

や
指

導
の

在
り

方
を

例
示

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
３

）
４

）
１

）
２

）

第
1
回

○

（
１

）
教

育
の

方
法

論
第

2
回

○

一
般

目
標

：
こ

れ
か

ら
の

社
会

を
担

う
子

供
た

ち
に

求
め

ら
れ

る
資

質
・
能

力
を

育
成

す
る

た
め

に
必

要
な

教
育

の
方

法
を

理
解

す
る

。
第

3
回

○
○

第
4
回

○
○

○

到
達

目
標

：
１

）
教

育
方

法
の

基
礎

的
理

論
と

実
践

を
理

解
し

て
い

る
。

第
5
回

○
○

○

２
）

第
6
回

○
○

○

第
7
回

○
○

○

３
）

学
級

・
児

童
及

び
生

徒
・
教

員
・
教

室
・
教

材
な

ど
授

業
・
保

育
を

構
成

す
る

基
礎

的
な

要
件

を
理

解
し

て
い

る
。

第
8
回

○

４
）

学
習

評
価

の
基

礎
的

な
考

え
方

を
理

解
し

て
い

る
。

第
9
回

○

第
1
0
回

○

（
２

）
教

育
の

技
術

第
1
1
回

一
般

目
標

：
教

育
の

目
的

に
適

し
た

指
導

技
術

を
理

解
し

、
身

に
付

け
る

。
第

1
2
回

○

第
1
3
回

○
○

到
達

目
標

：
１

）
話

法
・
板

書
な

ど
、

授
業

・
保

育
を

行
う

上
で

の
基

礎
的

な
技

術
を

身
に

付
け

て
い

る
。

第
1
4
回

○
○

２
）

(p
.1

3
6
-
1
3
7
)
第

1
5
回

○

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

教
育

の
方

法
及

び
技

術

教
育

の
方

法
及

び
技

術
（
情

報
機

器
及

び
教

材
の

活
用

を
含

む
。

）

（
１

）
（
２

）

教
育

の
方

法
及

び
技

術
で

は
、

こ
れ

か
ら

の
社

会
を

担
う

子
供

た
ち

に
求

め
ら

れ
る

資
質

・
能

力
を

育
成

す
る

た
め

に
必

要
な

、
教

育
の

方
法

及
び

教
育

の
技

術
に

関
す

る
基

礎
的

な
知

識
・
技

能
を

身
に

付
け

る
。

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

教 育 方 法 論

こ
れ

か
ら

の
社

会
を

担
う

子
供

た
ち

に
求

め
ら

れ
る

資
質

・
能

力
を

育
成

す
る

た
め

の
教

育
方

法
の

在
り

方
（
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
の

実
現

な
ど

）
を

理
解

し
て

い
る

。

基
礎

的
な

学
習

指
導

理
論

を
踏

ま
え

て
、

目
標

・
内

容
、

教
材

・
教

具
、

授
業

・
保

育
展

開
、

学
習

形
態

、
評

価
規

準
等

の
視

点
を

含
め

た
学

習
指

導
案

を
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
３

）
４

）
１

）
２

）
３

）
１

）
２

）
３

）

第
1
回

○
○

○
○

（
１

）
生

徒
指

導
の

意
義

と
原

理
第

2
回

○
○

○
○

○

一
般

目
標

：
生

徒
指

導
の

意
義

や
原

理
を

理
解

す
る

。
第

3
回

○
○

○
○

○
○

○
○

第
4
回

○
○

○
○

○
○

○

到
達

目
標

：
１

）
教

育
課

程
に

お
け

る
生

徒
指

導
の

位
置

付
け

を
理

解
し

て
い

る
。

第
5
回

○
○

○
○

○
○

２
）

各
教

科
・
道

徳
教

育
・
総

合
的

な
学

習
の

時
間

・
特

別
活

動
に

お
け

る
生

徒
指

導
の

意
義

や
重

要
性

を
理

解
し

て
い

る
。

第
6
回

○
○

○
○

○
○

○

３
）

集
団

指
導

・
個

別
指

導
の

方
法

原
理

を
理

解
し

て
い

る
。

第
7
回

○
○

○
○

○

４
）

生
徒

指
導

体
制

と
教

育
相

談
体

制
そ

れ
ぞ

れ
の

基
礎

的
な

考
え

方
と

違
い

を
理

解
し

て
い

る
。

第
8
回

第
9
回

（
２

）
児

童
及

び
生

徒
全

体
へ

の
指

導
第

1
0
回

一
般

目
標

：
す

べ
て

の
児

童
及

び
生

徒
を

対
象

と
し

た
学

級
・
学

年
・
学

校
に

お
け

る
生

徒
指

導
の

進
め

方
を

理
解

す
る

。
第

1
1
回

第
1
2
回

到
達

目
標

：
１

）
第

1
3
回

第
1
4
回

２
）

基
礎

的
な

生
活

習
慣

の
確

立
や

規
範

意
識

の
醸

成
等

の
日

々
の

生
徒

指
導

の
在

り
方

を
理

解
し

て
い

る
。

(p
.1

5
3
-
1
5
4
)
第

1
5
回

３
）

児
童

及
び

生
徒

の
自

己
の

存
在

感
が

育
ま

れ
る

よ
う

な
場

や
機

会
の

設
定

の
在

り
方

を
例

示
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
３

）
個

別
の

課
題

を
抱

え
る

個
々

の
児

童
及

び
生

徒
へ

の
指

導

一
般

目
標

：

到
達

目
標

：
１

）
校

則
・
懲

戒
・
体

罰
等

の
生

徒
指

導
に

関
す

る
主

な
法

令
の

内
容

を
理

解
し

て
い

る
。

※
高

等
学

校
教

諭
に

お
い

て
は

停
学

及
び

退
学

を
含

む
。

２
）

暴
力

行
為

・
い

じ
め

・
不

登
校

等
の

生
徒

指
導

上
の

課
題

の
定

義
及

び
対

応
の

視
点

を
理

解
し

て
い

る
。

３
）

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

児 童 ・ 生 徒 指 導 と 進 路 指 導 の 理 論

と 方 法

学
級

担
任

、
教

科
担

任
そ

の
他

の
校

務
分

掌
上

の
立

場
や

役
割

並
び

に
学

校
の

指
導

方
針

及
び

年
間

指
導

計
画

に
基

づ
い

た
組

織
的

な
取

組
の

重
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。

児
童

及
び

生
徒

の
抱

え
る

主
な

生
徒

指
導

上
の

課
題

の
様

態
と

、
養

護
教

諭
等

の
教

職
員

、
外

部
の

専
門

家
、

関
係

機
関

等
と

の
校

内
外

の
連

携
も

含
め

た
対

応
の

在
り

方
を

理
解

す
る

。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
や

性
に

関
す

る
課

題
、

児
童

虐
待

へ
の

対
応

等
の

今
日

的
な

生
徒

指
導

上
の

課
題

や
、

専
門

家
や

関
係

機
関

と
の

連
携

の
在

り
方

を
例

示
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

生
徒

指
導

の
理

論
及

び
方

法

生
徒

指
導

の
理

論
及

び
方

法

（
１

）
（
２

）
（
３

）

生
徒

指
導

は
、

一
人

一
人

の
児

童
及

び
生

徒
の

人
格

を
尊

重
し

、
個

性
の

伸
長

を
図

り
な

が
ら

、
社

会
的

資
質

や
行

動
力

を
高

め
る

こ
と

を
目

指
し

て
教

育
活

動
全

体
を

通
じ

行
わ

れ
る

、
学

習
指

導
と

並
ぶ

重
要

な
教

育
活

動
で

あ
る

。
他

の
教

職
員

や
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

組
織

的
に

生
徒

指
導

を
進

め
て

い
く
た

め
に

必
要

な
知

識
・
技

能
や

素
養

を
身

に
付

け
る

。
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
１

）
２

）
３

）
１

）
２

）
３

）
４

）

第
1
回

○
○

（
１

）
教

育
相

談
の

意
義

と
理

論
第

2
回

○
○

○

一
般

目
標

：
学

校
に

お
け

る
教

育
相

談
の

意
義

と
理

論
を

理
解

す
る

。
第

3
回

○
○

第
4
回

○
○

○

到
達

目
標

：
１

）
学

校
に

お
け

る
教

育
相

談
の

意
義

と
課

題
を

理
解

し
て

い
る

。
第

5
回

○
○

○
○

○

２
）

教
育

相
談

に
関

わ
る

心
理

学
の

基
礎

的
な

理
論

・
概

念
を

理
解

し
て

い
る

。
第

6
回

○
○

○
○

○

第
7
回

○
○

○
○

○
○

○

（
２

）
教

育
相

談
の

方
法

第
8
回

○
○

○
○

○
○

○

一
般

目
標

：
教

育
相

談
を

進
め

る
際

に
必

要
な

基
礎

的
知

識
（
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

に
関

す
る

基
礎

的
事

柄
を

含
む

）
を

理
解

す
る

。
第

9
回

○
○

○
○

○
○

○

第
1
0
回

○
○

○
○

○
○

○

到
達

目
標

：
１

）
第

1
1
回

○
○

○
○

第
1
2
回

○
○

○
○

２
）

学
校

教
育

に
お

け
る

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
マ

イ
ン

ド
の

必
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。
第

1
3
回

○

３
）

受
容

・
傾

聴
・
共

感
的

理
解

等
の

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
の

基
礎

的
な

姿
勢

や
技

法
を

理
解

し
て

い
る

。
第

1
4
回

(ｐ
.1

5
5
-
1
5
6
)
第

1
5
回

（
３

）
教

育
相

談
の

展
開

一
般

目
標

：
教

育
相

談
の

具
体

的
な

進
め

方
や

そ
の

ポ
イ

ン
ト

、
組

織
的

な
取

組
み

や
連

携
の

必
要

性
を

理
解

す
る

。

到
達

目
標

：
１

）

２
）

３
）

教
育

相
談

の
計

画
の

作
成

や
必

要
な

校
内

体
制

の
整

備
な

ど
、

組
織

的
な

取
組

み
の

必
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。

４
）

地
域

の
医

療
・
福

祉
・
心

理
等

の
専

門
機

関
と

の
連

携
の

意
義

や
必

要
性

を
理

解
し

て
い

る
。

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

こ ど も の 理 解 と 教 育 相 談
幼

児
、

児
童

及
び

生
徒

の
不

適
応

や
問

題
行

動
の

意
味

並
び

に
幼

児
、

児
童

及
び

生
徒

の
発

す
る

シ
グ

ナ
ル

に
気

づ
き

把
握

す
る

方
法

を
理

解
し

て
い

る
。

職
種

や
校

務
分

掌
に

応
じ

て
、

幼
児

、
児

童
及

び
生

徒
並

び
に

保
護

者
に

対
す

る
教

育
相

談
を

行
う

際
の

目
標

の
立

て
方

や
進

め
方

を
例

示
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

い
じ

め
、

不
登

校
・
不

登
園

、
虐

待
、

非
行

等
の

課
題

に
対

す
る

、
幼

児
、

児
童

及
び

生
徒

の
発

達
段

階
や

発
達

課
題

に
応

じ
た

教
育

相
談

の
進

め
方

を
理

解
し

て
い

る
。

教
育

相
談

（カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
に

関
す

る
基

礎
的

な
知

識
を

含
む

。
）の

理
論

及
び

方
法

教
育

相
談

（
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

に
関

す
る

基
礎

的
な

知
識

を
含

む
。

）
の

理
論

及
び

方
法

（
１

）
（
２

）
（
３

）

教
育

相
談

は
、

幼
児

、
児

童
及

び
生

徒
が

自
己

理
解

を
深

め
た

り
好

ま
し

い
人

間
関

係
を

築
い

た
り

し
な

が
ら

、
集

団
の

中
で

適
応

的
に

生
活

す
る

力
を

育
み

、
個

性
の

伸
長

や
人

格
の

成
長

を
支

援
す

る
教

育
活

動
で

あ
る

。
幼

児
、

児
童

及
び

生
徒

の
発

達
の

状
況

に
即

し
つ

つ
、

個
々

の
心

理
的

特
質

や
教

育
的

課
題

を
適

切
に

捉
え

、
支

援
す

る
た

め
に

必
要

な
基

礎
的

知
識

（
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
意

義
、

理
論

や
技

法
に

関
す

る
基

礎
的

知
識

を
含

む
）
を

身
に

付
け

る
。
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
３

）
１

）
２

）
１

）
２

）

第
1回

（１
）進

路
指

導
・キ

ャ
リ

ア
教

育
の

意
義

及
び

理
論

第
2回

一
般

目
標

：
進

路
指

導
・キ

ャ
リ

ア
教

育
の

意
義

や
原

理
を

理
解

す
る

。
第

3回

第
4回

到
達

目
標

：
１

）
教

育
課

程
に

お
け

る
進

路
指

導
・キ

ャ
リ

ア
教

育
の

位
置

付
け

を
理

解
し

て
い

る
。

第
5回

２
）

学
校

の
教

育
活

動
全

体
を

通
じ

た
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

視
点

と
指

導
の

在
り

方
を

例
示

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
第

6回

３
）

第
7回

第
8回

○
○

○
○

○

第
9回

○
○

○
○

○
○

（２
）ガ

イ
ダ

ン
ス

と
し

て
の

指
導

第
10

回
○

○
○

○
○

○
○

一
般

目
標

：
全

て
の

児
童

及
び

生
徒

を
対

象
と

し
た

進
路

指
導

・キ
ャ

リ
ア

教
育

の
考

え
方

と
指

導
の

在
り

方
を

理
解

す
る

。
第

11
回

○
○

○
○

第
12

回
○

○
○

○

到
達

目
標

：
１

）
第

13
回

○
○

○
○

第
14

回
○

○
○

○
○

２
）

(ｐ
.1

5
3
-
1
5
4
)
第

15
回

○
○

○
○

（３
）カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

と
し

て
の

指
導

一
般

目
標

：

到
達

目
標

：
１

）

２
）

キ
ャ

リ
ア

・カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
の

基
礎

的
な

考
え

方
と

実
践

方
法

を
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

児 童 ・ 生 徒 指 導 と 進 路 指 導 の 理 論

と 方 法

進
路

指
導

・キ
ャ

リ
ア

教
育

に
お

け
る

組
織

的
な

指
導

体
制

及
び

家
庭

や
関

係
機

関
と

の
連

携
の

在
り

方
を

理
解

し
て

い
る

。

職
業

に
関

す
る

体
験

活
動

を
核

と
し

、
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

視
点

を
持

っ
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
意

義
を

理
解

し
て

い
る

。

主
に

全
体

指
導

を
行

う
ガ

イ
ダ

ン
ス

の
機

能
を

生
か

し
た

進
路

指
導

・キ
ャ

リ
ア

教
育

の
意

義
や

留
意

点
を

理
解

し
て

い
る

。

児
童

及
び

生
徒

が
抱

え
る

個
別

の
進

路
指

導
・キ

ャ
リ

ア
教

育
上

の
課

題
に

向
き

合
う

指
導

の
考

え
方

と
在

り
方

を
理

解
す

る
。

生
涯

を
通

じ
た

キ
ャ

リ
ア

形
成

の
視

点
に

立
っ

た
自

己
評

価
の

意
義

を
理

解
し

、
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
活

用
の

在
り

方
を

例
示

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

進
路

指
導

及
び

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
理

論
及

び
方

法

進
路

指
導

及
び

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
理

論
及

び
方

法

（１
）

（２
）

（３
）

進
路

指
導

は
、

児
童

及
び

生
徒

が
自

ら
、

将
来

の
進

路
を

選
択

・計
画

し
、

そ
の

後
の

生
活

に
よ

り
よ

く
適

応
し

、
能

力
を

伸
長

す
る

よ
う

に
、

教
員

が
組

織
的

・継
続

的
に

指
導

・援
助

す
る

過
程

で
あ

り
、

長
期

的
展

望
に

立
っ

た
人

間
形

成
を

目
指

す
教

育
活

動
で

あ
る

。
そ

れ
を

包
含

す
る

キ
ャ

リ
ア

教
育

は
、

学
校

で
学

ぶ
こ

と
と

社
会

と
の

接
続

を
意

識
し

、
一

人
一

人
の

社
会

的
・職

業
的

自
立

に
向

け
て

必
要

な
基

盤
と

な
る

資
質

・能
力

を
育

む
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る
。

進
路

指
導

・キ
ャ

リ
ア

教
育

の
視

点
に

立
っ

た
授

業
改

善
や

体
験

活
動

、
評

価
改

善
の

推
進

や
ガ

イ
ダ

ン
ス

と
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
充

実
、

そ
れ

に
向

け
た

学
校

内
外

の
組

織
的

体
制

に
必

要
な

知
識

や
素

養
を

身
に

付
け

る
。
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②
教

職
課

程
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
表

項
目

全
体

目
標

：
到

達
目

標
／

授
業

回
１

）
２

）
３

）
１

）
２

）
３

）
４

）
１

）
２

）
３

）

第
1
回

○

（
１

）
情

報
通

信
技

術
の

活
用

の
意

義
と

理
論

第
2
回

○

一
般

目
標

：
情

報
通

信
技

術
の

活
用

の
意

義
と

理
論

を
理

解
す

る
。

第
3
回

○
○

第
4
回

○
○

○
○

到
達

目
標

：
１

）
第

5
回

○
○

○

第
6
回

○
○

○

第
7
回

○
○

○

２
）

第
8
回

○
○

○
○

○

第
9
回

○
○

○
○

３
）

第
1
0
回

○
○

○

第
1
1
回

○

第
1
2
回

○
○

○

（
２

）
情

報
通

信
技

術
を

効
果

的
に

活
用

し
た

学
習

指
導

や
校

務
の

推
進

第
1
3
回

○
○

一
般

目
標

：
情

報
通

信
技

術
を

効
果

的
に

活
用

し
た

学
習

指
導

や
校

務
の

推
進

の
在

り
方

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
第

1
4
回

○
○

○
○

(p
.1

5
0
-
1
5
2
)
第

1
5
回

○
○

○

到
達

目
標

：
１

）

２
）

３
）

遠
隔

・
オ

ン
ラ

イ
ン

教
育

の
意

義
や

関
連

す
る

シ
ス

テ
ム

の
使

用
法

を
理

解
し

て
い

る
。

４
）

統
合

型
校

務
支

援
シ

ス
テ

ム
を

含
む

情
報

通
信

技
術

を
効

果
的

に
活

用
し

た
校

務
の

推
進

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
る

。

（
３

）
児

童
及

び
生

徒
に

情
報

活
用

能
力

（
情

報
モ

ラ
ル

を
含

む
。

）
を

育
成

す
る

た
め

の
指

導
法

一
般

目
標

：

到
達

目
標

：
１

）

２
）

３
）

各
到

達
目

標
を

扱
う

授
業

回
に

○
を

付
す

こ
と

。

各
教

科
、

道
徳

、
特

別
活

動
、

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

時
間

（
以

下
、

「
各

教
科

等
」
と

い
う

。
）
に

お
い

て
、

横
断

的
に

育
成

す
る

情
報

活
用

能
力

（
情

報
モ

ラ
ル

を
含

む
。

）
に

つ
い

て
、

そ
の

内
容

を
理

解
し

て
い

る
。

情
報

活
用

能
力

（
情

報
モ

ラ
ル

を
含

む
。

）
に

つ
い

て
、

各
教

科
等

の
特

性
に

応
じ

た
指

導
事

例
を

理
解

し
、

基
礎

的
な

指
導

法
を

身
に

付
け

て
い

る
。

児
童

に
情

報
通

信
機

器
の

基
本

的
な

操
作

を
身

に
付

け
さ

せ
る

た
め

の
指

導
法

を
身

に
付

け
て

い
る

。
※

小
学

校
教

諭

授 業 科 目 名 及 び 授 業 回 （ シ ラ バ ス の ペ ー ジ 番 号 ）

I C T を 活 用 し た 授 業 構 築

社
会

的
背

景
の

変
化

や
急

速
な

技
術

の
発

展
も

踏
ま

え
、

個
別

最
適

な
学

び
と

協
働

的
な

学
び

の
実

現
や

、
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
の

実
現

に
向

け
た

授
業

改
善

の
必

要
性

な
ど

、
情

報
通

信
技

術
の

活
用

の
意

義
と

在
り

方
を

理
解

し
て

い
る

。

特
別

の
支

援
を

必
要

と
す

る
児

童
及

び
生

徒
に

対
す

る
情

報
通

信
技

術
の

活
用

の
意

義
と

活
用

に
当

た
っ

て
の

留
意

点
を

理
解

し
て

い
る

。

IC
T
支

援
員

な
ど

の
外

部
人

材
や

大
学

等
の

外
部

機
関

と
の

連
携

の
在

り
方

、
学

校
に

お
け

る
IC

T
環

境
の

整
備

の
在

り
方

を
理

解
し

て
い

る
。

育
成

を
目

指
す

資
質

・
能

力
や

学
習

場
面

に
応

じ
た

情
報

通
信

技
術

を
効

果
的

に
活

用
し

た
指

導
事

例
（
デ

ジ
タ

ル
教

材
の

作
成

・
利

用
を

含
む

。
）
を

理
解

し
、

基
礎

的
な

指
導

法
を

身
に

付
け

て
い

る
。

学
習

履
歴

（
ス

タ
デ

ィ
・
ロ

グ
）
な

ど
教

育
デ

ー
タ

を
活

用
し

て
指

導
や

学
習

評
価

に
活

用
す

る
こ

と
や

教
育

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
重

要
性

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
る

。

児
童

及
び

生
徒

に
情

報
活

用
能

力
（
情

報
モ

ラ
ル

を
含

む
。

）
を

育
成

す
る

た
め

の
基

礎
的

な
指

導
法

を
身

に
付

け
る

。

情
報

通
信

技
術

を
活

用
し

た
教

育
の

理
論

及
び

方
法

情
報

通
信

技
術

を
活

用
し

た
教

育
の

理
論

及
び

方
法

（
１

）
（
２

）
（
３

）

情
報

通
信

技
術

を
活

用
し

た
教

育
の

理
論

及
び

方
法

で
は

、
情

報
通

信
技

術
を

効
果

的
に

活
用

し
た

学
習

指
導

や
校

務
の

推
進

の
在

り
方

並
び

に
児

童
及

び
生

徒
に

情
報

活
用

能
力

（
情

報
モ

ラ
ル

を
含

む
。

）
を

育
成

す
る

た
め

の
指

導
法

に
関

す
る

基
礎

的
な

知
識

・
技

能
を

身
に

付
け

る
。
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全体目標：

教育実習は、観察・参加・実習という方法で教育実践に関わることを通して、教育者と
しての愛情と使命感を深め、将来教員になるうえでの能力や適性を考えるとともに課
題を自覚する機会である。
一定の実践的指導力を有する指導教員のもとで体験を積み、学校教育の実際を体験
的・総合的に理解し、教育実践ならびに教育実践研究の基礎的な能力と態度を身に
付ける。

（１）事前指導・事後指導に関する事項

一般目標：

事前指導では教育実習生として学校の教育活動に参画する意識を高め、事後指導で
は教育実習を経て得られた成果と課題等を省察するとともに、教員免許取得までに習
得すべき知識や技能等について理解する。これらを通して教育実習の意義を理解す
る。

到達目標： １）
教育実習生として遵守すべき義務等について理解するとともに、その責任を自覚した
うえで意欲的に教育実習に参加することができる。

○

２）
教育実習を通して得られた知識と経験をふりかえり，教員免許取得までにさらに習得
することが必要な知識や技能等を理解している。

○

（２）観察及び参加並びに教育実習校の理解に関する事項

一般目標：
幼児、児童および生徒や学習環境等に対して適切な観察を行うとともに、学校実務に
対する補助的な役割を担うことを通して、教育実習校（園）の幼児、児童又は生徒の実
態と、これを踏まえた学校経営及び教育活動の特色を理解する。

到達目標： １） 幼児、児童又は生徒との関わりを通して、その実態や課題を把握することができる。 ○

２）
指導教員等の実施する授業を視点を持って観察し、事実に即して記録することができ
る。

○

３）
教育実習校（園）の学校経営方針及び特色ある教育活動並びにそれらを実施するた
めの組織体制について理解している。

○

４） 学級担任や教科担任等の補助的な役割を担うことができる。 ○

（３－１）学習指導及び学級経営に関する事項　※小学校教諭・中学校教諭・高等学校教諭

一般目標：
大学で学んだ教科や教職に関する専門的な知識・理論・技術等を、各教科や教科外
活動の指導場面で実践するための基礎を修得する。

到達目標： １）
学習指導要領及び児童又は生徒の実態等を踏まえた適切な学習指導案を作成し、授
業を実践することができる。

○

２）
学習指導に必要な基礎的技術（話法・板書・学習形態・授業展開・環境構成など）を実
地に即して身に付けるとともに、適切な場面で情報機器を活用することができる。

○

３） 学級担任の役割と職務内容を実地に即して理解している。 ○

４） 教科指導以外の様々な活動の場面で適切に児童又は生徒と関わることができる。 ○

（３－２）保育内容の指導及び学級経営に関する事項 　※幼稚園教諭

一般目標：
大学で学んだ領域や教職に関する専門的な知識・理論・技術等を、保育で実践するた
めの基礎を身に付ける。

到達目標： １）
幼稚園教育要領及び幼児の実態等を踏まえた適切な指導案を作成し、保育を実践す
ることができる。

○

２）
保育に必要な基礎的技術（話法・保育形態・保育展開・環境構成など）を実地に即して
身に付けるとともに、幼児の体験との関連を考慮しながら適切な場面で情報機器を活
用することができる。

○

３） 学級担任の役割と職務内容を実地に即して理解している。 ○

４） 様々な活動の場面で適切に幼児と関わることができる。 ○

③教職課程コアカリキュラム対応表（教育実習）

教育実習（学校インターンシップ（学校体験活動）を含む。） 確認欄

*教育実習の一部として学校インターンシップ（学校体験活動）を含む場合には、インターンシップ（学校
体験活動）において、（２）、（３－１）もしくは（３－２）のうち、３）４）の目標が達成されるよう留意するとと
もに、教育実習全体を通して全ての目標が遺漏なく達成されるようにすること。
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